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例 

会
 

記

十
二
月
例会

(

第
五
七
四
回

)

平
成
ニ
年
十
二
月
十
九
日(水)
正宗寺本堂出席 

二
十
四
名 

浦
屋薫

幹
事
司会

に
よ
り
開会
。

講
演
「俳
人
久
保
よ
り
江
に
つ
い
て
」

塩崎月穗氏

一
月
例会

(

第
五
七
五
回

)

平
成
三
年
一
月
十
九
日(土
) 

道
後
公
民
館
出
席 

五
十
名

浦
屋薫

幹
事
司会

に
よ会
、
金
村
治
三
郎
副会

長
年 

頭
の
あ
い
さ
つ
に続

い
て
講
演
。

録

講
演
「子
規
の
漢
詩
と
漱
石
と
の
交
友
」

窵

川武夫氏
 

終
わ
っ
て
、
新
年
の
祝
賀
、
特
に
越
智
ニ
良会

長
が満

百 

歳

の寿

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
祝
っ
て
懇
親会

を
行
な
ぅ
。

ち
な
み
に
、会

長様

の
生
年
は
明
治
二
十
四
年
一
月
二
十 

六
日
で
す
。

二
月
例会

(

第
五
七
六
回

)

，平
成三
年
二
月
十
九日
(火)
正宗寺本堂出席 

二
十
ニ
名 

浦
屋薫

幹
事
司会

に
よ
り
開会
。

講
演
「矢
田挿

雲
と
霽
月
」

足立修平氏



越
智
ニ
良会

長
の
鶴寿

を
祝
す

平
成
三
年
一
月
二
十
六
日、
大
寒
に
入
っ
て
珍
し
く
快
晴
で
あ
っ
た。
と、 

電
話
の
ペ
ル。

浦
屋
で
す。
今
か
ら
越
智会
長
の
お
宅
へ
お
祝
い
に
行
き
ま
す。

と、
昨
日
ま
で、.今
年
は
み
ん
な
の来
訪
を
お断
り
し
て
お
ら
れ
た
だ
け
に、 

何
か
明
る
さ
を
感
じ
た。

一
時
前、̂
^
の
水
草
居
を
訪
れ
た。寝
台
に
食
後
臥
褥
の
ま
ま
の
姿
勢
で 

休
ん
で
お
ら
れ
た。
翁
の
頰
の
血
色
は
良
い。
め
で
た
く
鶴寿
を
迎
え
ら
れ
た 

こ
と、
し
か
も4
元気
な
ご様
子
を
直
接拝
し
て、

め
で
た
く満
百̂
^
迎
え
ら
れ、
お
め
で
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
す。

1

氏
を
は
じ
め、I

同
知
祝
い
の辞
を
述
べ
た。

あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
す。
ほ
ん
と
に
…
…。体
は
弱
か
っ
た
の
で
す
が、 

1

の
お
力
添
え
で、
こ
ん
な
に
長
生
き
し
て
ご
^
を
か
け
て
す
み
ま 

せ
ん。

浦
屋
氏
ひ
と
り
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
の
に、
四
人
も
お
訪
ね
し
た
の
で、
多 

少
驚
か
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が、内
心
嬉
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
趣
が
う
か
が
わ
れ 

た。
ビ
チ
ピ
チ
し
て
い
る
大鯛
に
あ
こ
う
(だ
い
)
を
添
え
た
お歓
び
の
品
を 

見
て
頂
い
た。

是
非
召
し
あ
が
つ
て、
さ
ら
に
お
元気
に。

松
山
子
規
会

と
申
し
上
げ
る
と、
じ
っ
と
眺
め
ら
れ
て
い
た
が、
生気
が
お
の
ず
と伝
わ
っ 

て
い
るよ
う
に感
じ
て
嬉
し
く
な
っ
た。

子
規会
の
思
い
出
話
を
ポ
ッ
リ
ポ
ッ
リ
始
め
ら
れ
た。

子
隻
一4

に
は
第
三
回
例会
(昭
和
十
八
年
三
月
十
九
日).
か
ら、画
家
の 

牧
目
晶
一
郎
さ
ん
と
出
席
し
ま
し
た。
牧
田
さ
ん
は、
三内
村
近

1

所 

蔵

の
「書画
帳
」
を
持参
さ
れ
て、
極
堂
翁
か
ら説
明
を
聞
い
て
い
ま
し 

た。
入会
当
初、
私
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す。

と
述懐
さ
れ
る。
「追々

と
名
前
を
忘
れ
て駄
目
で
す
」
と
言
わ
れ
な
が
ら、 

お
話
は
子
規
周辺
の
人々

に
及
ん
で
く
る。

佐
伯!
泡̂
(注、
常
髮
署2

1
1

で
の郷
友、
狂
歌
に
巧
み
)
所
持
の 

写
真
帳
の
中
に、
藤
野
古
白
ら
三
人
の
遊
び
^

^
の写
真
が
あ
っ
た。
古 

白
は
カ
ン
カ
ン帽
子
のよ
う
な
角
を切
っ
たチ
ロ
ル
ハ
ッ
ト
の
よ
う
な
帽 

子
だ
っ
た0

服
部
嘉
陳(注、
常̂
^寄
—

の
—

、
子
規
の
叔
母
十̂
!の̂

0

 

は
紋
付
羽
織
で
煙
草
盆
の横
に
き
せ
る
を
置
い
て
い
た。

と、写
真
の
情
景
がま
ざ
ま
ざ4

に
浮
か
ん
でい
る
よ
うに
話
さ
れ
る
。
佐 

伯
の
子
孫
のこ
と
を気
に
か
け
て、
北
川
淳
一
郎
先
生
の
告
別
式
の
と
き
、
川 

1

の
佐
伯
み
ど
り
さ
ん
に
聞
い
た
が
、
関

係
が
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ど
、
探

― 1 一



求
を続
け
ら
れ
た様
子
が
う
か
が
わ
れ
た。

前
、
月
刊
「愛
媛
」
に
、こ
の写
真
を
@
さ
れ
たこ
と
な
ど
を思
い 

出
し
た
し、
子
規
博
に
も写
真
を残
し
て
置
く
ょ
う
に
と
のお
電
話
も
頂
い
た。 

勝
田
宰
洲
の
孫
？
は
、
東
京
で区
長
を
し
て
お
.り
、
そ
の
談
話
が、
タ
ゥ 

ン
情¢

1

か
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
か
に
載
っ
て
い
た。
宰
洲
の
妻
ィ
ョ
(幼
名 

ア
ィ
子)
は県
病
院
長
渡
部
悌
ニ
郎
の
娘。県
病
院
は、
明
治
二
十
年
城 

下
の
被̂
る̂
在
の
東
雲学
園咼
校
建
設
地)に
建
奢
れ
、
門
に
は
棒 

の
柱
が
立
っ
て
い
た(現
在
の
城
門様
式
は
昭
和
三
年
建
築
)
。
そ
の
上 

^

の
と
きの
チ
ラ
シ
が
ぁ
る
。病
院
が
で
き
た
の
で、
以
後
「病
院
下
」 

の
名
が
生
ま
れ
た。

な
ど
話
は尽
き
な
い。
そ
の
す
ば
ら
し
い
1

力
と、会
の将
来
を
思
っ
て
の 

お
話
に
感
激
し
た。

お
疲
れ
に
な
っ
て
は
と
案
じ
な
が
ら、
お
話
に
つ
ら
れ
て
長
居
し
た。

子
規会
発
会
の
昭
和
十
八
年
一
月
か
ら
四
十
八
年、
入会
さ
れ
て
以

^
<
3:
の 

記録
を
丹
念
に
執
筆
さ
れ
て
親
し
ま
れ、
半
世
紀
に
な
ん
な
ん
と
す
る
今
日
ま 

で、
第
三
代
子
規.会
長
と
し
て
鶴寿
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で、会
の
'

95̂
0

に
ぁ
た 

っ
て
頂
い
たこ
と
は
、空
前
のこ
と
とも
いう
べ
きで、
心
か
ら
お
祝
い
申
し 

上
げ
た
い。

庭
園
は清
掃
さ
れ
て
い
て、
白
椿
の蕾
が
ふ
く
ら
ん
で
い
た。
浦

越
 

智
通
敏
，̂

一
泰.
和
田
茂
樹
の
四
人、蕾
が
綻
び咲
く
ょ
う
に、
翁
の
ご 

長寿
を
互
い
に
喜
び
あ
い
な
が
ら
水
草
居
を辞
去
し
た。
(和
田

(追靼

な
ャ
後
日ゝ

浦
屋
薰
-渡
部満
泰
の
ニ
氏
が参
上ゝ

子
規会
に対

し
金
春
封
を
賜 

つ
た。
中
に
は、 

百歳
に
ち
な
ん 

で
百
万
円
も
は 

い
っ
て
い
た。 

包
み
の
表
の
文 

字
は、
ち
よ
う

ど
子
規
居
士
が
病
床
で
歌
を
書
か
れ
た
よ
う
な
姿
勢
で
書
か
れ
た
も
の
で、
ニ

氏
は
大変
感
動
さ
れ
た。
 

(編
集
子)

祝 

詠

子
規会
長
と
し
て
百寿
完
ふ
さ
れ
し
春 

上甲明石 

あ
な
尊
と
百寿
の
春
よ
胸
に
染
む 

金
村
治
三
郎 

は
つ
日
今
生
き
と
し
い
け
る
も
の、
上
に 

森 

緑
葉 

百寿
な
る
洞
も
て
さ
か
り
梅真
白 

宮内
む
さ
し 

百歳
の
師
を
倨
び
を
り
空
の
春 

ニ神ヒサ 

春
の
街
師
の
お
供
し
て歩
き
た
し 

同 

子
規会
の
百歳
の
師
よ
春
も来
よ 

同 

白
梅
や
い
よ
い
よ清
し
百寿
の
賀 

渡部春汀 

百
年
の
松
が
誇
り
の
子
規会
の
春 

宇
野
つ
や
女 

ぅ
ら
ら
か
や
子
規会
長
は
御
百寿
 

同 

伊
予
俳
史清
き
そ
.の
名
ぞ
梅
の
主
 

本
田
三
嶺
子

1
1瓜寸备处
セ<1



里
風 

糸
舟 

一
子 

幸
男 

梨栄

読

み
か
へ
す
た
れ
ゆ
え
草
や
冬
こ
も
り
 

平松好乃 

子
規
大
人
の
倍
の
倍
ょ
り
ず
ぅ
っ
と
と
祈
る
 

森元四郎 

百齢

の
賀寿
綽々

と
梅
二
月
 

小
泉
冬
耕
子 

嬉
し
く
て寿

獅
子
の
笛
太
鼓
 

三井瓢百 

椿
ま
だ
落
つ
な
降
る
と
も
吹
か
る
と
も 

ヵ
%̂
の̂
百寿
に
梅
の
香
ょ
添
は
め 

百齢

の
翁讃

へ
む
梅
日
和 

，
ま
せ
る
梅
の
輝
き
百寿
越
え 

初
富
士
に
百寿

の
翁
祝
ぎ
ま
つ
る 

南
山
の
頂
き
極
む
春
百寿
 

百
と
い
ふ
文
字
書
く
机
上
日
脚
伸
ぶ 

手
の
平
に
百
と
一
つ
の
福
の
豆 

子
規
居
士
の
角
帽
か
む
れ
る
代
に
！
！れ
て 

君
百
と
せ
の寿

を
越
え
た
ま
ふ 

い
さ
、
か
の
て
ら
ひ
も
な
く
て
百寿
ま
で 

会
ま
と
め来
し
仁
の勲
を 

も
も
と
せ
に
あ
ま
り
て
い
つ
つ
な
な
つ
や
つ 

お
い
の
ふ
せ
ど
に
ゆ
め
を
み
た
ま
へ 

子
規会
長
子
規
の
分
ま
で
生
き
つ
ぎ
て 

百
こ
す
ぁ
し
た
紅
梅
の咲
く

本
誌
の
校
正
が
終
わ
っ
た
直
後
の
四
月
十
八
日、

障会

長
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
；^
し
ま
す。

子
規
忌献

詠(蛋
一
一
年
丸
月
千
丸

0

橘青
木

木戸武
田

筒
井

同
畠
中
じ
ゅ
ん 

田

-̂
極
光

古
賀蔵

人

木
田
三
嶺
子

越智通敏

山上次郎 
越
智
ニ
良

散
策
集
遠
く
て
近
し瀬

祭
忌 

子
規
ま
つ
る
正
宗
寺
か
ら
城
見
ゆ
る 

台
風
下
修
す
法会
瀬

祭
忌 

ニ
つ
三
つ
鬼灯
供
へ瀬

祭
忌 

台
風
の
雨
の
小
止
み
に
御
忌
修
す 

峠
誌
の
五
百号

祝
ぐ
紅
葉
晴 

子
規
忌
に
は
肖
像画
掛
け
お
茶
供
へ 

松
山
に
住
み
て
畏
み
子
規
祀
る 

舐
め
て
知
る糸
瓜
の
水
や瀬

祭
忌 

子
規
祀
る
こ
の
座
す
な
は
ち浄

土
な
る 

菊
の靦
く
小
菊
の蕾
瀬

祭
忌 

松
山
の
子
規
山
脈
や瀬

祭
忌 

連
綿
と
遺
訓続
け
る瀬

祭
忌 

天
高
し
句
碑
の
土
台
の
石
据
る 

句
友
の
門
今
年
へ
ち
ま
の
無
き
子
規
忌 

糸
瓜
忌
や
知
情
で
究
め
ん写

生
道 

白
木
槿
雨
に
手
折
り
て
供
華
と
せ
り 

子
規
忌
へ
と
急
ぐ
雨
傘
飛
び
そ
う
な 

瀬

祭
忌
俳
聖
子
規
を
倨
び
け
り 

平
成
の
御
世
祝
ひ
げ
り瀬

祭
忌

青

峰
 

お
さ
む 

梨
栄
 

伊
都
子 

律
子
 

同美
代
 

草
果 

錦
水
 

糸

舟 

山
陰
 

蓋 
层
 

小
枝
子 

十
重 

つ
や
女 

青

湖 

I 

子 

同比
古

同
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今
日
子
規
忌
俳
聖
倨
ぶ
正
宗
寺
 

比
古
 

読

み
更
け
る
子
規
の
句
集
や
長
き
夜
 

同 

辞

世
の
句
倨
'ふ
墓
前
や瀬

祭
忌
 

同 

瀬

祭
忌
子
規
の
遺
影
に
額
け
り
 

同 

颱
風
の真

只
中
の瀬

祭
忌
 

極
光
 

子
規
門即
虚
子
門
や瀬

祭
忌
 

冬
耕
子 

夕
顔
の
花
の
白
玉咲

き
つ
き
て
偶
びま
つ
る
も 

今
日
子
規
忌
な5
 

米蔵
 

夕
顔
は
花咲
き
出
で
ぬ
秋
待
ぬ
歌
誦
し拝

む
九 

月
は
子
規
忌 

米蔵

「古
白写
真

の
裏
書
」

(補
訂
)

「子
規会
誌
」
四
五号
(
1

ニ
年
四0

三
べー
ジ
上
段
四
行
目
の
「 

明
治
二
十
四
年
！

1

月
」
を
「廿
四
年
三
月
と
改
め
る。

写
真
の
台
紙
裏
の写
真
(
ニ
べー
ジ
上
欄̂

の
「古
白
」
の
署
名
の
右 

に
書
か
れ
た
年
月
は
「二
月
」
に
見
え
る
が、
朱
書
で
正
し
く
は
「三
月
」 

で
あ
る。

な
お、
印
刷
の
上
で読
み
に
く
い
が、
朱
書
で、
右
肩
に、
子
規
あ
て、 

四
行
に
次
の
歌
が
あ
る。

拝

呈 

廿
四
年
三
月古

白
(こ
の
二
字黒
書)

子
規様梅

か
技
に
た
も
と
も
す
り
衣 

落
花
の
ミ
た
れ
お
も
し
ろ
き
か
な 

天
地
-寸
二
分 

巾
一
寸
腰
ょ
り
上 

次
に、
三
べー
ジ
下
段|行
目
の
原
板
ナ
ン
パー

「尨0？
：2
」
を
「忪

〇

0
？
14」
に
訂
正
さ
れ
た
い。
 

(和
田̂
)
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武知五友評伝
資料

(五)

第二部

登
、
一
よ
り
三
十Iに
至
る8

^

は、
い
ず
れ
も
五
友
周辺
の
人々

に
よ 

っ
て
書̂
!
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
以
下
に掲
げ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
五
友 

自
身
の
手
に
よ
っ
て
書
き残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

三十ニ逸題

 

(墨詩
)

①

伊
予
^
談
第
三
卷
第
ニ号
一̂

ほ
ろ
ぼ
②

斯
文
天
未
だ
喪
さ
ず

唯
—

孔
孟
柳
言 

I

と
左
枉
と
は 

我
が
門
に
入
る
を
容
さ
ず

註①
 

稚
桃
生
(景
浦
直
孝
氏)
の
「片々
録
」
の
中
に
見
え
る。

大
正
六
年 

八
月
十
三
日発
3

②
 

斯
文
は、
こ
の
文。
こ
の学
。
こ
の
道。
一
^

の学

問
道
義
を
い
う
。，，
『 

論
語
』
子
罕
篇
に、

子
畏
-,於
匡
-。
日
、
文
王既
没
、
文
不
，在，兹

乎
。
天
之将

， 

喪
^

文，也
、
後
死
者
不
，得，与
，
龙
斯
文
，也
。
天
之
未
，喪，
1|1

谷

光 

隆

文
~也
、
匡
人
其声

予
何
。

と
あ
り
。

③
篇
左衽

は
、髪
を
結
ば
ず、
衣
の
え
り
を
左
前
に
合
わ
せ
る。
囊
の 

風
俗
を
い
ぅ。
『讓
』
霞
篇
に
、

子
貢
日
、
管
仲
非
，仁
者，与
、
桓
公
殺
，公
子
14、
不
，
能
，
死
。 

又
作
之
。
子
日
、
管
仲
拍插

公
，、

願
，，

諸
，
、1

=1
匡
天
下
，。 

民
到
，
于
今
，
受
|其
賜，。
微
智
仲，、
吾
其
渺
髮
芦
枉
矣
。
豈 

若丨
匹
夫
匹
婦
之

^
課
也
、
自経
，，於
溝
瀆
，、
而#
^
知
％
。 

と
あ
り
。但
し
、こ
こ
で被
髮
左
枉
と
い
う
の
は
、実

際
に
は
西
洋
の
思
想 

信
仰.
風̂

0

慣
を
指
す
。

三十三逸題

尼崎住友術氏蔵

お
ほ
か
み
も
か
は
を
そ
さ
へ
も
其
本
を
祭权
と
き
き
し
鴉
さ
へ
親
に
三
枝
を

く
た
る
と
は
い
ひ
こ
そ伝
へ
と
り
さ
へ
も
け
た
も
の
さ
へ
も
お
の
つ
か
ら
本

③

に
報
ゆ
る
其
情
有
て
ふ
物
を
世
の
中
の
入
と
う
ま
れ
し
身
な
か
ら
に
本
を
わ

す
れ
て
遠
つ
お
や
を
ま
つ
ら
ぬ
の
み
か
現
世
の
我
お
や
さ
へ
も
君
さ
へ
も
か 

ひ
な
き
物
に
お
も
ひ
て
し
た、
身
ひ
と
つ
の
た
め
を
の
み
い
の
る
心
の
お
ろ

麵
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3
4
0
5
 狀

か
さ
は
か
の
え
み
し
ら
か
形
の
み
人
に
は
似
れ
と
其
な
さ
け 

鳥
け
も
の
に
も
お
と
り
たる
心
な
り
け
り
そ
れ
そ
と
も
世
に 

物
し
ら
ぬ
人々

の
や
そ
て
ふ
道
の
み
ち
引
に
い
さ
な
は
れ
つ 

、
い
つ
し
か
に
し
ら
す
し
ら
す
も
そ
の
を
し
へ
心
に
入
て真
 

心
を
と
り
う
し
な
ひ
て
か
し
こ
く
も
人
に
生
れ
し
か
ひ
も
な 

く
鳥
け
も
の
に
も
お
と
り
た
る
え
み
し
心
に
ま
と
は
さ
れ
ゆ 

か
し
き
し
ま
の
千
早
振
と
ほ
つ
御
神
の
心
に
も
そ
む
き
こ
そ 

す
れ
古
へ
の
聖
の
道
の
を
し
へ
に
も
た
か
ひ
こ
そ
す
れ
は
て 

は
い
か
固
る
つ
み
に
お
ち
や
し
ぬ
へ
き 

道
な
ら
ぬ
み
ち
に
ま
ょ
ひ
て
人
な
ら
ぬ 

ひ
と
の
心
と
な
る
そ
か
ひ
な
き 

わ
か
き
み
も
お
や
も
な
み
し
て
お
の
か
身
も 

人
て
ふ
み
'̂̂
^̂
み
す
る
そ
う
き 

や
そ
と
い
ふ
を
し
へ
の
は
て
は
け
も
の
に
も 

鳥
に
もお
と
るみ
ち
と
し
る
へ
し

七
土
ハ
老
 

清

風

註①

「お
ほ
か
み(想

」
と
「か
は
を
そ
翁)
」
が
「 

其
本
を
祭
る
」と
い
う故
事
を
探
索
す
る
に、
突
厥
は
其

- 6  一
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'
^

^
7
%
|

 ̂

^
，
へ'―

^

#

ず

爲

I

の
先
祖
が
狼
種
であ
る
こ
と
か
ら
、其
の
奢
忘
れ
な
い
た
め
、
萬

(大 

将
軍
の
軍
門)
に
狼
頭
の̂
' 
(大
旗)
を
建
て
ると
い
5
。
『北
史
』巻
九. 

九
、
空
厥伝
に
は、

突
厥
者
、
其
先届
，西
海
之
右
，、独
為
，部
落
/
蓋
匈
奴
之
別 

種
也
。
姓
阿
史
那
氏
。
後為
，隣国̂
破
、
尽

滅

，，

其
族
，。
有

，， 

一児
-、
年
且
十歳
、
兵
人
見
：其
小
へ
不̂
^
之
、
乃
^
足 

断
：其
臂
，、
凍
，草沢

中
，。
有
，此
狼

，以
，

肉
^
之
、
^
長
、
与
，
狼 

交
合
、
遂
有“孕
焉
。
彼
王̂
此児
尚

在,、
重
遣
^
之
。
使

者
^
在。狼
側
へ幷
淨
殺
^
。
^
時
若
％
。神
物
へ
投
。狼
於
西 

海
之
東
，、
落
，，高
昌国

西
北
山
，。
山
洧
11
穴
，
、

穴
内洧
，
平
壌
 

茂
草，

、
周
廻数

百
里
、
四
面倶

山
。
狼

匿
，，

其
中
，、
遂
生，，十 

男
；' 

十
男
長
、
外̂
妻
孕
、
其
後
各為
」
姓，、
阿
史
那即
 

其

I

也
、
最
賢
、
遂為

！^#
。
故
牙
門建

，，

狼
頭费
，、
示，不， 

忘
，
本
也
。

と
あ
る。
ま
た、
獺
が
捕
え
た
魚
を
散乱
す
る
！
^

を、瀬
が
魚
を
祭
る、
と 

形
容
し
た
の
は
『礼
記
』
月
令
篇
に、

孟
春
之
月
、
：：
：
東
風
解
凍
、
蟄虫

始
振
、
魚
上
1
瀬
祭
卜 

魚
、
^

雁来
。

と
あ
る
こ
と
に-
^す
る
が、
そ
こ
で
は
ま
だ
「其
本
を
祭
る
」
こ
と
は
言
つ 

て
い
な
い。
し
か
し、
下
っ
て
宋
代
の辞
書
『渺
雅
』巻
三、釈
獣
、瀬
の条

に
は、瀬

取
-,鯉
於
水
裔
，、
四
方̂
之
、
進
而̂
食
也
。
世
謂-,之
祭， 

魚
。
蓋祭，，

其
先
，。

と
あ
り
、
「蓋
し
其
の
先
を
祭
る
」
の
語
が
見
え、
明
の
李
自
珍
の
『本
草
綱 

目
』
卷
五
一、獣
部、
水瀬

の
〔釈

名
〕に
は、

水
狗。
〔時
珍
日
〕
王
氏
字説
云、
正
月
，
十
月、瀬
 

両

祭
，
魚
。知，，報

， .

本
^
始
。

と
あ
り
、
「本
に
報
じ
始
め
に
反
る
を
知
る
」
の
語
が
見
え
る。

②

三
枝
の礼
鳩
は
親
鳥
の
と
ま
る
枝
か
ら
三
枝
下
に
と
ま
る
。
^
の 

あ
る
こ
と。
『学
^
^』
に、

烏
有
-,反
哺
之
孝
-。
鳩
有
-,三
技
之礼
，。



と
あ
る
。

③
報
本
反
始
天
地
や
祖
先
の
恩
と
功
と
に
報
い
る
。
『礼
記
』
郊
特
牲

變
、唯

社
、
丘乗

供粢

盛
。
一
^
以
報
^

反
，
始
也
。

唯
、
社
に
は
丘乗
、粢

盛
を
供
す
、
本
に
報
い
始
に
反
る
所

以
な
り
。

ま
た
社
の
供
物
は
丘
や乗

の
人
が
み
な
提
供
す
る
。
こ
れ
は 

人
が
存
在
の
根
本
に
報
謝
し
、発

生
の
原
始
に
思
い
を
致
す 

方
法
で
あ
る
。

とある。

漢文大系参
照

)

私
は
か
つ
て5

¢
市

##!

の
住
友
衛
氏
宅
で
幾
つ
か
五
友
の
遺
墨
を
見 

せ
て
い
た
だ
い
た。
そ
れ
ら
の
中
に
は、もと襖
に
貼
っ
て
あ
っ
た
の
を
無 

理
に
剝
が
し
取
っ
た
た
め、
原
紙
が
四
分
五
裂
し
て
相
混
同
し、
反
古
同様
 

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多数
あ
っ
た
が、
そ
う
し
た
も
の
は、
遺
跡
基
掘 

し
て
得
ら
れ
た
土
器
の
破
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
ょ
う
に
し
て
こ
れ
を復
原 

し
た。
本
資
料
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
が、
五
友
の拼
外
的
な
倫
理
思
想 

が
極
め
て
鮮
烈
に
表
明
さ
れ
て
い
る
点、
甚
だ
珍
重
に
値
す
る
も
の
だ
と
思
う。

儒
家
思
想
の
信
奉
者
で
あ
る
五
友
は，、
報
本
反
始
を
以
て
あ
る
べ
き
人
間
の 

道徳
(倫
理)
と
考
え
る
の
で、
そ
れ
と
は
逆
に、
遠
い
祖
先
を

31114

す
る
こ 

と
は
お
ろ
か、̂
一
に
お
け
る
父
母，国
君
の
恩徳
を
も
無
視
し、
ひ
た
す
ら
個 

人
主
義
的
な
生
き
方
を
求
め
る
の
は
禽獣
に
も
お
と
る
心
で
あ
る
と
し

' 
そ
れ 

は
邪1

の教
え
に
毒
さ
れ
た
結
果
で、
わ
が国
古来
の国
民
道徳
ヤ
中国
古 聖

賢
の教
え
に
背
く
も
の
で
あ
る
と
激
し
く
こ
れ
を
^
^し
て
い
る。
五
友
は 

朱
子学
の
信条
で
あ
る
「白
鹿
洞
書^^示
」
を|

日
た
り
と
も
忘
れ
る
こ
と 

がなかったが十二

1
1-N

=
0

、掲
示
の
冒
頭
に
は、

父
子
^
親君臣有

^

夫
婦
有
^

長
幼
有
^

朋
友
有 

信
右
五教
之
目

と
あ
っ
て
、い
わ
ゆ
る
五̂
!徳
を真
先
に
か
か
げ、
「学
と
は
此
を学.ふ
の
み
」 

と断
わ
っ
て
あ
る。父
子
.

君
臣
の
間
の
道
義、
す
な
わ
ち
親
に
孝、
君
に
忠
が 

最
重
要
の徳
目
な
の
で
あ
る。
ま
た、
五
友
の
講
義
は
初
め
に
必
ず
『謹

8』学
 

而
篇
の
「弟
子
入
則
孝
」
を
く
り
か
え
し
た
と
い
ヶ
三
十

1)

。
そ
れ
ら 

の
こ
とを
考
え
ると
、
こ
の際
「孝
」の観
念
に
徹
し
た
過
去
の
中国
知
識
人
が、 

中国
に伝
来
す
る
外国
の
思
想
信
仰
を
い
か
な
る
尺
度
に
よ
っ
て
評価
し
た
か
を。 

見
る
こ
とも
あ
な
が
ち
無
#̂
で
はあ
る
ま
い
。東
洋4
^
の
大
家
故
桑
原
嫌蔵
 

博
士
の
論
文
「支
那
の
孝
道
殊
に1
 上
よ
り
見
た
る
支
那
の
孝
道
」
(
『支
那 

法
制
史
論
叢
』
一^
)
の

I

節
を
左
に
引
用
し
て
み
よ
ぅ。

孝
道
は
支
那
の
生
命
で
あ
り、
又
そ
の国
粋
で
あ
る。
私
は
主
と
し
て
法
律
方 

面
に
於
け
る
孝
道
を@

し
た
が、
支
那
の
社会
の
各
方
面
に、
支
那
の国
家
の 

に、
層
孝
道
網
が
行
き
渡
っ
て
居
る
。
孝
道
を
除
外
し
て
は、国
家
も 

社会
も
！̂
が
出来
ぬ。
こ
れ
が
支
那
の1

で
あ
る。
否尠
く
と
も
過
去
の
支 

那
の
政
治
家
や̂

は、
爾
く
確
信
し
て
居
っ
た。
さ
れ
ぱ
！̂

人
は
外国
と触
 

接
す
る
場
合、
先
づ
そ
の国
の
孝
道
の
盛
衰
有
無
に
よ
っ
て、
そ
の国
の
^
を 

測
定
す
る。
…
…
支
那
人
が欧
洲
の
文
化
を
諶
歌
せ
ぬ、
最
大
理
由
も
亦
こ、
に



本
づ
く。
彼
等
の̂
^に拠
る
と、
祖
先
を
崇
祀
せ
ず、
孝
道
を軽
視
す
る様
 

な国
に、
文
化
の̂
^す
る
害
が
な
く、
か
か
る国
人
は
野蛮
と
し
て
！
^
せ 

ね
ぱ
な
ら
ぬと
い
ふ。
(
”岂

一
1-13
6111

4

〔
“
師5̂

〕
；

ド
逆0

1
1
1
1
1

(5.811 

'13
¢̂
I1
0¢
I
6̂
叫
、
8.
F
1̂
&I3
0
6.
F.
8
1)。

私
は
必
し
も
此
の
如 

方
を、
す
べ
て
正当
と
し
て賛
同
を
表
す
る
の
で
な
い。
但
書実
を
紹
介
し、 

併
せ
て
此
の
如
き
見
方
の
裡
に
も、#^
を
第I

と
す
る、

支
那
人
の
特
色
が
現
は
れ
て
居
る
と
注
意
す
る
の
で
あ
る。

…
…
此
の
如
き国
体
で
あ
る
か
ら、
新
に
支
那
に
入
り来
る 

外国
の
思
想
なり
！
^

な
り
は、
先
づ
孝
道
の
洗礼
を
受
け 

て、
支
那
の国
体
に
同
化
す
る
か、
尠

く
と
も支
那
の国
体
 

と
干
格
せぬ
ょ
ぅに
、
用
意
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ。
然
ら
ざ 

れ
ば
そ
の
思
想
な
り1

な
り
は、
支
那
に
扶
植
す
る
こ
と 

が
出来
ず、
扶
植
し
て
も、
長
成
す
る
こ
と
が
出来
ぬ。
例 

へ
ば
摩
尼教
が、
他
の
諸
外教
に
比
し
て、
支
那
赢
か
ら 

厳

し
く
達0

さ
れ
た
所
以
も、
そ
の|半
の
理
由
はこ
れ
に
 

本
づ
く。
更
に仏
教
と
天
主教
と
の
支
那伝
来
の
1

を
比 

較
す
る
と
、
こ
の
間
の
消
息
が
一
層
判
明
す
る。

呈
が
そ
の
所
論
の内
容
で
あ
る
が、
霧
に
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
典

：
^
 

題
(
ヵ
ト
リ
ッ
ク
教
の
布教
に関
し
てお
こ
った
攀
)
も、
要
は
崇
祖
.
祀 

孔
.
敬
天
な
ど
の
中国
の伝
統
：
^
礼
を
め
ぐ
っ
て
の11竟
の対
立
で
あ
っ
た 

こ
と
を
附
記
し
て
おく。

三
十
四逸
題 

1

@

 

；

筆
者
獻

維
新
の革
命
休

| ^
を受く 

犬鱗の餘獅

 
尚
健康 

何事ぞ腰間三尺の

 ̂

時
^
誰
か
喚
ん
で
狂
と為
さ
ざ
る

註①
 

筆
者
の
先
代
信
貫
が
親
し
く
五
友
に
揮
毫
を
需
め
て
得
た
も
の
で
あ
る。

②
 

さ
い
わ
い
。
士
ロ
祥。

③
 

犬
馬
の
よ
ぅ
に
賤
し
い
者。
臣
下
が
君
主
に対
し
て
卑
下
す
る辞
。

④
 

あ
ま
り
の
よ
わ
い。
餘
命。
犬
馬
の
餘齢
は、
犬
馬
が
徒
に
年
を
加
え
る

-9  一



よ
う
に
、
為

す
こ
と
な
く
年
を
と
る
こ
と
。
自
己
の
年
齡
の

崴

舞 

⑤

其
の
と
き
の
ひ
と
。
当

時
の
人々

。

子
規
の̂
!
「零
のー

奇
儒
」
1

二
十
七)
に、
「終
％3

車
に 

乗

ら
ず髪

を
斬
ら
ず廃

刀4̂

づ
る
よ
り
後
は
腰
間
に
木
片
如
意
の
如 

4

を
揷
み
て
以
て
自
ら
慰
む
」
と
あ
る
が、
本
詩
は
こ
れ
に対
応
す
る
も 

の
で
あ
る。
「腰
間
」
の
語
が両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い。 

さ
て、
そ
の廃
刀
令
で
あ
る
が、
便
宜
こ
れ
を
平
凡
社
の
『大
百
科
蠢
』 

に
よ
つ
て
窺
う
と
大
要
次
の
よ
う
で
あ
る。

豊
臣
秀
吉
の
刀
狩
り
以来
庶
民
の
武装
は
禁
止
さ
れ
る

I

方
で帯
刀
は
武 

士
の
み
に
許
さ
れ
た
た
め、
近
世
を
通
じ
て
武
士
の
特権
的
#の̂象徴
と 

な
り、
刀
は
武
士
の
魂
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た。
な
お、
農
工
商 

は
一
定
の̂

88

に
よ
り
名
主
.
庄
屋
な
ど
が
苗
字
や帯
刀
を
許
さ
れ
る
こ
と 

は
あ
っ
た。
維
新
後廃
刀
論
が
お
こ
り
明
治
ニ
年
に
は
公
議
所
で
森
^
が̂ 

官
吏
軍
人
以
外
の廃
刀
を
提
案、
こ
れ
は
否
決
さ
れ
た
が
翌
年
十
二
月
庶
民 

の帯
刀
が
禁
止
さ
れ、
四
年
八
月
に
：
^
髪
脱
刀
令
が
公
布
さ
れ
た。
1

 

は
文
明
開
化
の
象徴
と
し
て
普
及
し
た
が
士
族
の帯
刀
者
は
多
く、
明
治
八 

年
士 I

月
陸
蠢
山県
霞
が徴
兵
令
に
よ
り
武
士
の帯
刀
の
必
要
は
な
く 

な
つ
た
と
し
て廃
刀
を
建
議
し、
翌
明
治
九
年
三
月
二
十
八
日
太
政
官
査

0 

三
十
八号
で、
大礼
服
着
用
の
時
知
よ
び
軍
人.
警
察
官
の
制
服
着
用
の
時 

聚
の帯

刀
を
禁
じ
た
。

す
な
わ
ち、
散髪
令
は
明
治
四
年
八
月
に、廃
刀
令
は
同
九
年
三
月
に
は 

公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が' こ
れ
に関
し
て
も
う
一
つ
き
わ
め
て
通^

な11,1

を挙
げ
て̂
こ
う。#6

、雑
謎
『キ
ン
グ』
第
七
卷
第
一号

六 

年I

月
一
日発
行)
の
附録
に
『明
治
大
正
昭
和
大絵
巻
』
と
い
う
も
の
が
あ
っ 

た。
全
長
約I

〇
メー
ト
ル
の
折
本
で、
そ
の
表
裏
に毎
年
の
震
事
件
が
要 

領
よ
く説
明
し
て
あ
る。
今
こ
れ
を繙
い
て
明
治
四
年
の
と
こ
ろ
を
見
る
と、 

「散髪
令
出
づ
」(八
月
九
日)
の
題
下
に
、

尤
も
御随
意
た
る
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
か
ら、
若
い
新
し
が
り
屋 

は
喜
ん
で
切
る。
思
ひ
切
り
の悪
い
の
は
首
を
斬
ら
れ
る
ほ
ど
に
思
つ
て 

仲々

切
ら
うと
し
なか
つ
た。
「ザ
ンギ
リ
頭
を
叩
い
て
見
れ
ば
文
明
開 

化
の
音
が
す
る。
丁髢
頭
を
叩
い
て
見
れ
^0

讓
息
の
音
が
す
る
。
^

一 

時
世
間
で
唄
つ
た
も
の
で
あ
る。

と説
明
し、
ま
た
明
治
九
年
の
と
こ
ろ
を
見
る
と、
「廃
刀
令
出
づ
」
(三
月 

二
十
八
日)
の
題
下
に、

祖
先
以来
、
表
看
板
と
し
て
さ
し
慣
れ
て来
た両
刀
を
禁
止
さ
れ
た
お 

侍
、
遽
に
愛
着
を断
切
れ
ず、
或
ひ
は
被
^
^包
ん
で
差
し
て
見
た
り、 

或
ひ
は
手
に
持
つ
て歩
い
た
り
し
た
が、
そ
れ
さ
へ悪
い
と
止
め
ら
れ
る 

や
「此
の
刀売
物
」
の
札
を
つ
け
て
ま
で
持
ち
廻
る
者
や、
腰
が
淋
し
い 

と
て
丸
太
ン
棒
を帯
び
て歩
く
未
練
者
が尠
く
な
か
つ
た。

と説
明
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
世
間
一
般
の
評価
一
^

か
ら
す
る
と、
五
友 

はー
も
ニ
も
な
く
「因̂
^息
」
の
「未
練
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が、
そ 

れ
で
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
あ
る
か
ら、
こ
こ
で
は
一歩
退
い
て
彼
の
痛
切
な 

心
情
を
思
い
遣
り、
少々

彼
の
た
め
に
弁
護
し
て
お
き
た
い。
そ
れ
に
つ
い
て 

武
知
蘭
石
の
『愛
楓
居
詩
稿
』
を
見
る
と、
「述懐
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な 

詩
を
載
せ
て
い
る。
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邦
人
何
事做

，，

西
洋
， 

凾
底
只蔵
三
尺
劍 

衣
冠礼
楽
今将
ピ廃
 

世変

鼻
井
，吾
^
管

言
語
姿
容
皆

狂̂ 

架
頭
空
掛
一条
槍 

妖教
邪
宗
自
主
張 

不
，堪，，

憂
憤̂

詩
章
，

明
治
五
年
の
作
で
あ
る
が、
こ
の
詩
は
世
態
人
情
の
西
洋
化
を
憤
る
点、
五 

友
の心
情
と全
く
共
通
し
て
お
り、
「何
事
」
「狂
」
「三
尺
劍
」
の
三
字
句 

も
五
友
の
詩
と
共
通
し
て
い
る。
す
な
わ
ち両
詩
は
同
工
異
曲
で
あ
り、
共
に 

時
潮
に
抵
抗
す
る国
粋
主
義
者
の
述懐
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い。
こ
ぅ
し
て
見 

る
と、
蘭
石
詩
の
結
束
ニ
句
に
「世変
吾
の
管
す
る
所
に
非
ず
と
雖
も、
憂
憤 

に
堪
え
ず
し
て
詩#
^
賦
す
」
と
あ
る
の
は、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
五
友
詩
に
も 

当
て
は
ま
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
 

I 

三
十
五五友筆杜

1

(短
歌彻
王
郎
司
直
に
贈
る)(蜃

詩
)

松
山
，

善吾
氏蔵
 

王
郎
^

^
し
て剣
抜̂
き
地
を研
卿|
011

|
を謌
抱 

我
能
'
^
%
抑
^
る
磊
落
の
奇
才
を抜
か你
 

^

風
に翻
っ
て
白
日
邊 

鰲
浪
を
馭
ん
で01
開
く 

15

76剣
霞
を脱
ぎ
て
襄
徊
す
る
を
和
め
よ 

西
の
か
た
諸
笑
を
得
ん

5

錦
柳
に
棹3
せ
ば 

何
れ
の
門
に
向
か
っ
て
ル
珠
履
を
吸
か
ん
-
^̂
す
る 

仲
宣1

頭
春
色
項
し 

青
08@
高
歌
し
て|
1̂^@
を
望
む



眼
中
の
地
吾
老
ぃ
た
娜

註①
 

楽
府
題
のI

つ。
歌声
の
引
き
方
の
短
い
も
の
を
い
う。

②
 

王
は
姓
。̂
、̂
年
下
の
者
を
親
し
ん
で
呼
ぶ
こ
と
ば。
司
直
は
官
名。

③
 

1

せ
る
さ
ま
の
表
轉

④
 

莫
哀
は
「哀
し
む
な
」
と
歌
う
歌。謌
は
歌
に
同
じ。
こ
の
詩
も
普
通 

は
「歌
」
に
作
る。

⑤
 

抜
く、
は1

す
る
の
意。
こ
こ
で
は
作
者
〔杜
惠
が
王
郎
の
才
を 

抜
き
出
し
て
高
く
認
め
ょ
う
と
す
る
こ
と。

⑧

予
は、
別
名
枕
木。
章
は、
樟
。
ほ
ぼ
同
じ
ょ
う
な
大
木
で、
天
下
の 

名
木
と
さ
れ
る。

⑦
 

以
上
の
ニ
句
は、
王
郎
の
人
一
^

能
に
た
と
え
る。

⑧
 

腰
に
知
び
た剣
と
腰
に
垂
ら
し
た
玉。

⑨
 

襄
は、
或
い
は
裴
に
作
り、
徘
に
濁
す。
こ
の
詩
も
普
通
は
「俳
」
に 

作
る。

⑩
 

西
は、̂
^の
西、
す
な
わ
ち
蜀(今
の
四
川
省)
を
指
す。
今
か
ら
王 

郎
が
行
こ
う
と
し
て
い
る
地。
諸
戾
の
奐
は
侯
に
同
じ。
こ
の
詩
も
普
通 

は
「侯
」
に
作
る。
封
建
領
主
の
こ
と
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
唐
代
の
刺 

史
(州
の
長
官)
や
節
度
使
を
そ
れ
に
見
た
て
た
も
の。

⑪
錦
水
は、
錦
江
と
も
い
う。
四
川
省
の
^
江
(長
江
の
支
流
)
の
支
流 

で
あ
る
汶
江
の
こ
と。
成
都
の
西
麗
を
流
れ
る
。

⑬
原
詩
は
「向
何
門
」
で
あ
り'五
友
が
こ
れ
を
「何
&:」

と
書
い
た 

の
は
誤
り
で
あ
る。

⑬
珠
履
を趿
く、
と
は
上
客
と
し
て
待
遇
さ
れ
る
こ
と。
『史
記
』
春
申
君 

伝
に
出
る
話
で、
春
申
君
の
食
客
は
三
千
人。
そ
の
上
客
は
皆、
珠
履
(真 

珠
を
散
り
ば
め
た
靴)
を
は
い
て
い
た
と
い
う。

⑭
领

涵
北
省
江
陵県
)
に
あ
っ
た楼
。
三国
の
世、
魏
の
王
粲
(字
は 

仲
宣)
が
長
安
の乱
を
さ
け
て̂
^に来
て、
こ
の楼
に
登
っ
て
有
名
な
「 

霧
の
賦
」
を
作
っ
た
の
で
仲
宣楼
の
名
が
あ
る。

⑮
黒
い
目。
じ
っ
と真
正
面
か
ら
見
す
え
る
こ
と。
そ
の
人
に対
し
好
意 

を内
に
い
だ
い
て
い
る
こ
と
の
表
現。
『晋
書
』
阮
1

に
、
阮
籍
は、
好 

ま
し
く
な
い
：̂
の
士
に
は0

を
向
け、
酒
を
持
っ
て来
た
好
ま
し
い
人 

に
は
#
^
で
接
し
た
と
あ
る。

⑯

相
蓄
親
し
ん
で
呼
ぶと
き
の称
。
あ
な
た。

⑪

「あ
あ
眼
中
の
人
ょ
」
の
意。
眼
中
の
人
は、
い
つ
も
心
に
か
か
っ
て 

忘
れ
え
ぬ
入
を
い
う。

⑬

作
者
〔杜
甫
)
が
王
郎
を
な
ん
と
か
し
て
や
り
た
い
と
の気
持
ち
を
い
だ 

き
な
が
ら
何
と
も
でき
ぬ
こ
とを
嘆
い
て
い
っ
た
も
の。
『論
語
』
微
子
篇 

に
は、斉
の
景
公
が
「吾
老
い
た
り。
用
う
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
」
と
言 

っ
た
の
で、
孔
子
は斉
を
立
ち
去
ったと
あ
る。

浦
屋
雲
林
の
七
律
「武
知清
風
先
生
を
挽
す
」(1
+!
;
!
}
の
中
に
「常 

に
1

を将
っ
て
詞
筆
に
託
す」
の
一
句
が
あ
る。
慷
慨
と
は
「い
き
ど
お
り
な 

げ
く。
感
激̂

す
る
」
の
意
で
あ
り、
こ
れ
は
五
友
の
性
情
の
一
面
を
描写
 

し
て
！̂
な
い
も
の
で
あ
る。
と
こ
ろ
で、
私
は
往
年、
竺顕
常
の
『唐
詩
解 

顔
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
始
め
て
唐
詩
を学
ん
だ
が、
そ
の
時
こ
の
王
郎
云
と 

の
詩
に
は
一
種独
特
の
感
銘
を
う
け、
餐
折
に
ふ
れ
て
こ
れ
を
口
ず
さ
ん
だ
。
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そ
ん
な
わ
け
で、た
ま
た
ま
五友
の
筆
に
な
るこ
の
七
古
が
六
曲
^
の̂屏
風 

に
仕
立
て
ら
れ
て
客
室
の
一
方
を
遮
っ
て
い
る
の
を
目撃

し
た時
に
は、
一瞬 

こ
れ
な
るか
な、
と
揮
毫
^
の
彼
の
胸
中
を
思
い
遣
ったこ
とで
あ
る。
「 

中
秋
前
三
日
書
」と
あ
る
か
ら、
そ
れ
は
明
治
十
三
年
陰暦
八
月
の
こ
と 

で
あ
り、
時
に
五
友
は
六
十
五歳
、
筆
勢
は
頗
る遒
勁
で、真
に
骨
力
の
漲
っ 

た
大
作
で
あ
る。
詩
意
は概
ね
前
註
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
よ
う
が、
改
め
て
そ 

の
大
旨
を
左
に̂

6

し
て
お
こ
う。

五
年
余
に
及
ん
だ
蜀
中
の
生
活
を
切
り
上
げ
て
長
江
を
下
っ
た
杜
甫
は、
都 

篇
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
ずゝ

大暦
三
年
ハ
七
六
公
の 

春、荆

州0

湖
北
省
江
陵県
)
に来
た。
そ
こ
で
彼
は
年
若
い
友
人
王
郎
に
出 

合
う。
詩
中
か
ら
察
す
る
に、
王
郎
は
杜
3

や
っ
て来
た
蜀
の
地
へ、
今
か 

ら鲁
の
道
を
求
め
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
であ
る。
二
人
は
共 

に
不
遇
を
か
こ
ち、
酒
を飲
ん
で
意気
投
合
し、
杜
1

王
郎
の
前
途
を
い
き 

お
い
づ
け
る
が、
そ
の
心
の
中
に
は
「吾
れ
老
い
た
り
」
(時
に
五
十
七歳
で、 

ニ
年
後
に没
す
る)
の
感
慨
が込

全
げ
て
く
る
。

盧
世
灌
〔清
)

の
注
に
「首
句
の
『歌
莫
哀
』
は
、
王
郎
の
歌
な
り。
後
面 

の
『0

高
歌
』
は
、
公
〔杜
甫)
自
ら
^
^な
り、
則
ち舉

云
う
所
の
『 

短
歌
』
な
り<¥
I
I
^分
別
(区
剀
を
見
る
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る。
こ
れ
に 

よ
れ
ば、
題
に
言
う
「短
歌
行
」
は
、
詩
中
終
わ
り
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に 

杜
^

よ
つ
て
歌
わ
れ
たも
の
と
い
うこ
と
に
な
る。
但
し、こ
の
詩
の
^
: 

は
古来
諸説
紛々

で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く。

な
お、悬
田
誠
博
士
は
雷
漢
文
大
系
本
『唐
詩
選
』
の
本
詩
「余説
」

杜
甫
の
詩
に
は、
末
句
に
己
が
身
世
の
嘆
き
を
こ
め
て、
無
限
の
感
慨 

を覚
え
さ
せ
る
も
の
が
多
い。
こ
の
詩
は
起
ニ
句
に
各
十
一
字
と
い
う
長 

句
を
用
い、
末
に
急
促
な
調
子
を
出
し
て、
い
く
度
か
^
す
る
感
情
の 

末
に、
一
度
に
く
ず
折
れ
る
よ
う
な
悲
哀
の
權
を
現
わ
し
て
證
な
い

も
の
で
あ
る。

と
評
さ
れ
て
い
る
が、
五
友
の
身
世
を
こ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
再
誦
す
れ
ば、 

ま
た
自
ず
か
ら̂

の
味
わ
い
が
あ
ろ
う。

〔参
考
文献
〕

目
加
田
誠
『唐
詩
選
』(
^
漢
文
大
系
以)

明
治
書
院
昭
和
三
十
九
年
。 

^
^
^
^『唐
詩
選
上
し审
国

の
古
典̂

学
習研
究
社
昭
和
五
十
七
年
。
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東温
(川内
.重
信
)の
俳
諧
と
子
規
門
流

一、
は
じ
め
に

東温
の
俳
諧
に
つ
い
て
は、
昭
和
四
十
一
年、
星
加
宗
一
先
生
が、当
 

時
、
伊
予
銀
行
副
頭
取
で
あ
っ
た
渡
部
七
郎
氏
の
依頼
に
よ
り、
同
家
に 

伝
え
ら
れ
た関
係
文
書
を
調
査
せ
ら
れ、
そ
れ
を
ま
と
め
て
「渡
部
因
是 

’因
阿
.
芦
錐
」
と
し
て発
表
せ
ら
れ
て
あ
り、
今
さ
ら
私
如
き
が
言
う 

べ
き
で
は
な
い
が、
な
お、
先
般、
川内

村
北
方
の
田
中
照
子
氏
よ
り
、 

同
家
に伝
え
ら
れ
た
古
文
書
を拝
借
し、
そ
れ
を
調
べ
る
う
ち、
こ
の
地 

方
の
俳
流
の浅
か
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
た
の
で、
若
干
の
私
見
を
加
え
な
が 

ら、
そ
の
源
流
と
思
わ
れ
る宝
暦
こ
ろ
か
ら
明
治
に
至
る
盛
衰
を
見
て、 

大
方
の
御
叱
正
を
賜
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り浅
学
に
加
え研
究
も
不
足
な
の
で、
間
違
い
も
多
い
と
思
わ 

れ
る
が、
そ
れ
は
今
後
の
批
正
に
ま
ち
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ニ、
俳
諧
の
源
流

星
加
先
生
の発
表
に
よ
る
と、
渡
部
家
に伝
え
ら
れ
た
古写
本
に
は、 

宝
暦
十
三
年、
三
津
浜
の
俳
人
東
皐(生没
年
不
詳、
向
井団
四
郎
の
遣 

族
に伝

え
ら
れ
た
、
松
田
含
芽
一
週
忌
の
追
悼
句
に
東
皐
の
も
の
が
あ
る 

よ
う
であ
る
。
)

筆写

の
「俳
諧
二
十
五条
」
の
善
本
が
あ
る
よ
う
で
そ 

の
6来
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た、
今
回
借
用
し
た
田
中
家伝
来

白 

田三雅

の
も
の
に
次
の
印
可状
が
あ
る
。

切
字
十
八
箇条

前
略

維
時宝
暦

±

ニ
癸畫

夏
五
月
|
日 

為
：道
勝
上
人
-
之̂

雪梅洞驢牧 

右
此ー

軸
者
蕉
門
獅
子
庵
之
秘奥

依
，，

御
深学
，従

，， 

先
師
之
口
授
，不，残令

，，伝
与
、

獅子庵門人
臥牛洞狂平

宝
暦
癸
未
五
月
日

曇
ニ
軸
公

こ
れ
を
見
る
と、
狂
平
門
に
つ
な
が
る、
驢
牧
が
道
勝
上
人
(不
詳、 

同
門
の
曇
ニ
は
僧
で、
や
は
り
獅
子
門
に
つ
な
が
る
俳
人
で
あ
る
の
で、 

或
は
、
道
勝
と
曇
ニ
は
同—人
か
？)
の
た
め
に
筆写
し、
そ
れ
に
狂
平 

が与
え
た
印
可
帳
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い。
狂
平
は、
道
後
安楽
寺 

で、宝
暦
五
年、
師
支
考
二
十
五
回
忌
を営
み、
さ
ら
に
三
十
三
回
忌
も 

修
し
て
い
る
し、
ま
た、
同
寺
に仮
名
詩
碑
も
建
立
し
て
い
る
の
で、
私



の
大賸
な
推
測
で
は、
安楽
寺
の
住
職
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ 

る
が、
何
れ
に
し
ろ、
狂
平
の
筆
跡
は、
こ
れ
以
外
に
は
未
見
で
あ
り、 

そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
も
の
と
思
う
が、
な
お、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な経
 

緯
で
川内
町
に伝
え
ら
れ
た
か
は
知
る
由
も
な
い。
の
ち
に
あ
げ
る
俳
人 

に
「芦
」
を号
と
す
る
人々

が
い
る
の
で、
私
は
驢
牧
の
門
流
で
は
な
い 

か
と
も
思
う
の
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ、
一
七
六
三
年、
同
じ
年
に
東
皐 

と
狂
平
の
筆
跡
が
川内
町
に伝
え
ら
れ
た
不
思
議
を
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ 

な
い。
ま
た、
同
じ
こ
ろ、
菊
亭
蘇
風(天
明
元
年
九
月
三
日、丨
一
七 

八
一)
が
東温
に
住
し
た
と
あ
る
。
そ
の
子
は
今
の
吉
井
に
い
た
の
で、 

お
お
か
た
彼
も
重
信
町
に
住
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
の
一
番
古
い
俳
額 

は、
同
町
南
野
田
の徳
威
三
島
神
社
に、
安
永
四
年
八
月
〔

I

七
七
五)

に掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が、
こ
れ
も
そ
の
一
統
で
は
な
い
か。
重
信 

町
の
俳
諧
に
つ
い
て
は、既
に
同
町
か
ら
詳
し
い
資
料
が
出
さ
れ
て
い
る 

の
で
裏
を-さ
け
る
が、
蘇
風
は、
小
倉
志
山(蕉
門
の
炭
角
上
に学
び、
‘ 

紅
魚
園
と
も号
す
。
茶
屋、
松
山
の
商
人)を
師
と
し
た
の
で
は
な
い
か。 

そ
の
子
は、
志
山
門
の
湖青
に学
ん
で
い
る
の
で、
そ
う
と
も
考
え
ら
れ 

る。
こ
の
時
期
の
人
に
次
の
俳
人
が
あ
る
。

里
瓊
如
山
庵
、
牛渕
住、
湖青
門、
生没
年
不
詳
。

湖青

諧
謔
庵
、
志
山
門、
牛渕
住、
天
明
こ
ろ、
生没
年
‘不
詳。

算
車
報
雪
庵
、
志
津
川
住、
天
明
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

其
鳳
菊
亭
、
蘇
風
の
子、
東温
住、
天
明
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

其
風拝

志
住
、
天
明
こ
ろ
。

其
圭
東温

住
、
天
明
こ
ろ
。

亀

白
東温

住
、
天
明
こ
ろ
。

琴糸
 

同 

同

變

同
 

同

亀

泉
田
窪
住
、稲
葉
氏、
生没
年
不
詳
。

其
調
上
林
住
、
文
化
こ
ろ
。

湖
泉 

同 

同

慎

農
牛渕

住
、
栗
田
樗
堂
の
こ
ろ、

「時
ニ
つ
」
入
集。

新
農
士
ロ
井
住、
蘇
風
の
子
。

以
上
の
如
く
あ
げ
ら
れ
る
が、
そ
の
う
ち
蘇
風
の
家
系
は
次
の
通
り
で、 

こ
の
地
方
の
中
心
的
な
活
躍
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。 

菊
亭
蘇
風
^
其
鳳 

厂
新
農

ま
た
こ
の
こ
ろ、
川内
に
は
次
の
人々

が
い
た
。

青
寿

軒
井内

住
、
寛
政
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

狸
遊
北
方
住
、
文
化
こ
ろ
。

杜
雪
井内

住
、寛
政
こ
ろ。

以
上
の
よ
う
に、
こ
の
地
に
俳
諧
が
根
づ
く
の
は、宝
暦
よ
り
文
化
に 

か
け
て
で
あ
り、
や
が
て
そ
の
隆
盛
は、
天
保丨
弘
化
に
花
開
く
の
で
あ

る
。

三
、
—

の
盛
行 

重
信
町
牛掷
の
庄
屋.
相
原
善
兵
衛(安
永
六
年1
摹
氷
三
年
三
月
ニ 

十
三
日、
一
七
七
七—
一
八
五
〇、
名
は経
当
、号
は
ニ
頌、
蛙
庵、
五 ― 15 一
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1̂
1；

と
い
ぅ)
は、
重
信
地
方
切
っ
て
の
俳
人
と
し
て
多
く
の
門
下
と
交 

友
が
あ
っ
た
。
彼
の
七
十歳

の
賀
集
『子
の
日
の
松
技
、
；

^

ニ
年
(一
 

八
四
六)
に
出
版
さ
れ
た
が、
多
く
の
人々

が
句
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た、 

同
年
春、
松
山
の
芳
永
烏
岬(号
は蛸
壺、
生没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
編 

ま
れ
た
『知
名
美
久
仕
』
は、
伊
予
か
ら
讚
岐
ま
で
の
俳
人
を
網
羅
し、 

そ
の
肖
像
入
句
集
と
し
て
評価
せ
ら
れ
て
い
る
が、
こ
の
な
か
に、
川内
 

町
で
は
渡
部
因
是
を
は
じ
め、
多
く
の
人
が
入
集
さ
れ
て
お
り
、当
時
の 

俳
況
を
思
わ
せ
る
。
以
下
に
そ
の
人々

の
略歴
と
句
を掲
げ
て
お
く
。

蝶々

や
高
く
遊
ば
ぬ
身
の
安
さ
 

ニ
頌 

扇
ニ
牛浏

住
、
橘
甚
七、徳
行
と
名乗
り、
慶応

三
年
(
一
八
六
六
)、 

没
、
ニ
頌
門、
そ
の
句
に、

優
怠
に
旭
をさ
ら
に牡
丹
か
な 

一扇ニ 

芦
岳
志
津
川
住
、
武
智
傳
次
郎(文
化
四
年—
明
治
±
 I

年
一
月
五 

日、

I

八
〇
七—
一
八
七
九、
講
は
中清
、
別号
は
子
全、
米
田
屋、

画

も
よ
く
し
た)
そ
の
句
に
、

北
東
の来
ぬ
間
に
蟻
捨
ふ
ほ
た
ん
か
な
 

芦
岳 

歌
月
志
津
川
住、

源
九
郎、
生没
年
不
詳、
そ
の
句
に、

塵
ひ
と
つ来
て
群
れ
る
小
鮎
か
な
 

歌
月 

'が
あ
る
。
こ
の
ほ
か、
重
信
町
の
同
行
の
人々

に、

自称

田
窪
住
、稲
葉
甚
三
郎、奥
平
鶯
居
の
友、
生没
年
不
詳
。

水
山
田
窪
住
、

『黙々
集
』
入
集、
生没
年
不
詳。

梅
月
志
津
川
住
、
文
政
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

湖
水
上
林
住
、
天
保
こ
ろ、
 

同

其
泉拝

志
住
、
天
保
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

春声

志
津
川
住
、
山内
久
之
進、

『連縁
集
』
入
集、
生没
年
不
詳
。 

春
朝
下
林
住
、
生没
年
不
詳
。

樵
子
田
窪
住、
外
山
義

I

郎
、

『子
の
日
の
松
』
入
集、
慶応
三
年

(1

八
六
七)没
。

頌
風
田
建
住
、
生没
年
不
詳、

『い
ょ
簾
』.
『子
の
日
の
松
』
入 

集
。

湖
舟
田
窪
住
、
生没
年
不
詳
。

壷

泉
田
窪
住
、
水
田
虎
之
丞(文
政
四
年丨
明
治
十
八
年
五
月、I 

八
ニI

1

一
八
八
五)
私
塾
を
開
き
子
弟
に教
え
る
。

如
月
山
之内

住
、
明
治
こ
ろ
。

ニ暁

牛渕

住
、
大
西
傳蔵
、
ニ
頌
門、
生没
年
不
詳
。

ニ
芳
牛浏

住
、
大
西
三
省、
ニ
頌
門、
生没
年
不
詳
。

ニ
貫 

同、
高市

5
#、 

同 

同 

ニ丈 

同、

傳
右
エ
門、

同
 

同 

ニ
白 

同、

村
ロ
富
右
衛
門、
同
 

同 

佳
笑樋

ロ
住
、
幽
谷
亭、
生没
年
不
詳
。

良
久
牛浏

住
、
大
西
幸
助、
生没
年
不
詳
。

素
兄 

同、

相
原
善
五
兵
衛、
名
は経
興、
庄
屋、
ニ
頌
の
子、 

幕
末
1
明
治、
生没
年
不
詳
。

五
松
上
林
住
、摹
水
こ
ろ、
生没
年
不
詳
。

宣
智
牛渕

住
、
大
西
八
郎
右
衛
門、
生没
年
不
詳
。

こ
れ
ま
で
の
ベ
て来
た
よ
ぅ
に、
重
信
町
で
は、
ニ
頌
を
中
心
に
活
躍



し
て.い
る
が、
父
子
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
る
の
は、
つ
ぎ
の
人々

で 

あ
る
0

相
原
ニ
頌丨
素
兄
—
庫
五
郎 

稲
葉亀
泉—
自称
—
時
古 

大
西
官
香
—
可
長

右
に
あ
げ
た
ぅ
ち、
庫
五
郎、
時
古、
可
長
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ 

る
0さ

て、
川内
町
の
方
で
は
ど
う
か、
前
に
記
し
た
よ
う
に、
渡
部
因
是 

は
南
方
に
蟠
踞
し
た、
河
野
氏
以来
の
名
族
で
あ
る
が、
そ
の
家
系
を
見 

る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

渡
部 富

長
， 

治
兵
衛

「
因
是
—
幸
太
郎 

ニ
郎
兵
衛

厂

因
阿
—
 
^

 —
七
郎

操

,経
興

因
是
は、
成
田
蒼虬
同
門
の
有
節
に
師
事
し
た
よ
う
で
あ
る
が、
星
加 

先
生
の
調
査
で
も
生没
年
は
は
っ
き
り
し
な
い。
多
分
幕
末
に
は没
し
て 

い
た
で
あ
ろ
う。
そ
の
弟.因
阿
(東
方
入
庄
屋、
操
、既
説
)
と
は
大 

分
年
が
あ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
句
に、

い
ま
折
た
枝
ゆ
れ
見
ゆ
る
野
梅
か
な
 

因
是 

が
あ
る
。
同
族
の
や
や
年
長
に、

芦
錐
東
方
住
、
生没
年
不
詳、

『黙々
集
』

『子
の
日
の
松
』
入
集。 

そ
の
句
に、

浅

蠢
や
今
朝
の
落
葉
の
タ
烟
り
 

芦
雖

私
は
こ
の
芦
維
や、
志
津
川
の
芦
岳
は、
驢
牧
に
つ
な
が
る
の
で
は
な 

い
か
と
も
思
ぅ
の
で
あ
る
。

芦
村
南
方
住、
渡
部
長
積
(通称
良
吉
又
は
忠
吉、
八
幡
屋、
別号
 

桃跑
舎
、
文
久
こ
ろ、
生没
年
不
詳)。
そ
の
句
に、

瀬
の
音
に
つ
れ
て
鳴
き
た
す
鰍
か
な
 

芦
村 

が
あ
る
。
彼
は
明
治
に
入
っ
て
も
活
躍
し
た
ら
し
く、
鶯
居
同
門
の
高
部 

可
等
(松
山
、
明
治
二
士
一
年
頃没)
選
に
な
る
句
帖
に
も
入
っ
て
い
る
。 

巴
人
川
ノ内

住
、
近
藤隠
居、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、

し
ら
鷺
の
ひ
と群
来

た
る
寒
さか
な 

巴
人 

が
あ
る
。

五
ロ暁
川
ノ内
住、
近藤
新
宅、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、

出
る
月
の
早
夏
深
し
ひ
か
し
山
 

吾暁
 

が
あ
る。

蕉
月
川
ノ内
、
近
藤
孫
兵
衛、
別号
栗壷
、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句 

に、

蹲
め
る
鴨
お
り
ふ
し
は
動
き
け
り
 

蕉
月 

が
あ
る
。

杉
陰
川
ノ内

住
、
野
ロ
氏、
神
官、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、 

つ
か
い
み
の
も
と
り
寒
か
る
渡
か
な
 

0
11 

が
あ
る
。

非
玉
松瀬

:̂
!、
玉
井
氏、
庄
屋、
五
尺
庵、
生没
年
不
詳、

『子 

の
日
の
松
』
入
集。
そ
の
句
に、

毎
日
の
日
も
肝
や
す
し
御
取こ
し 

非
玉

- 1 7 -



が
あ
る。

卵
支
須
之内

住
、
高
須
賀
伊
平、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、

蜻
蛉
や
宙
を
ゆ
く
に
も
下
り
登
り
 

卵
支 

が
あ
る。

石
角
南
方
住
、
松
木
氏、
生
筆
不
詳
。
そ
の
句
に、

葉
か
く
れ
も
な
く
て
牡
丹
の
さ
か
り
哉
 

石
角

が
あ
る。

素
居
川
上
住
、
及
川
氏、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、

稲
妻
や
あ
つ
き
ぅ
す
き
の
雲
の
い
ろ
 

素
居 

が
あ
る
。

蕪
山
川
上
住、
3

氏、
生没
年
不
詳
。
そ
の
句
に、

勝
手
に
は
ま
た
遊
は
れ
す
松
の内 

蕪
山

が
あ
る
。

玄来

南
方
住
、
渡
部
喜
一
郎、
生没
年
不
詳、

『知
名
美
久
佐
』
大 

願
主
の
一
人
。
そ
の
句
に、

ほ
の
く
と
日
暮
れ
て
過
ぬ
雪
の
馬
 

玄来
 

が
あ
る。4

-4

は
『知
名
美
久
佐
』
に
入
集
し
た
人々

で
あ
る
が、
こ
の
人々
 

と
交
り
を
も
つ
た
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
ぅ
で
あ
る。

杜
陵
井内

住
、摹
氷
こ
ろ
。

松
井 

同、

生没
年
不
詳。

指
月
南
方
住
、
南
昌
寺
僧
、

『閑
居
の
友
』
入
集、
三
#

^

殿、
嘉 

永
こ
ろ
。

秋
月
南
方
昌
寺
僧
、

『閑
居
の
友
』
入
集。

飛
鳥
則
之内

住
、
嘉
永
こ
ろ
。

木
水
北
方
住
、
因
是
こ
ろ
。

木
居 

同、

生没
年
不
詳。

茂
松
川
上
住
、
飯
尾
氏、
不
詳
。

井
芹
井内

住
、羣
氷
こ
ろ。

井
岳 

同
。

I

南
方
住、
文
政
こ
ろ
。

石
柳
井内

住
、
万
延
こ
ろ
。

卒
阿
川
上
住
、
士ロ井 

丹
鶴 

同、

松
本
氏、
不
詳
。

嶺
陣
川
ノ内

住
、
宇
和
川
通
冶、
一
寸
居、医
師。

南
陰
南
方
住
、
高
須
賀
氏、
梅
乃舎
、
不
詳。

楽

山
川
上
住
、医
師、
吉
田
氏
の
子
。

実

玉
川
之内

住
、
渡
部
氏
。

寿

松
井内

住
。

寿
石
川
上
住。

寿
居
井内
书
。

寿
月 

同、

嘉
永
こ
ろ、

『い
よ
簾
』
入
集。

森
隣 

同、 

噚

こ
の
よ
ぅ
に、当
地
の
俳
諧
は
大
き
な広
が
り
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。 

四、
月並
俳
諧
の
人々

こ
の
流
を
ぅ
け
る
の
は、
つ
ぎ
の
人々

で
あ
る
。

近
藤
五
梅(文
政I
年

I
月
二
日1
明
治
二
十
一
年I

月
四
日、
一
八
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一
八丨一

八
八
八、
通称
を
林内
、
名
は
通
正
)
、
彼
は
豪
家
に
生
ま
れ 

な
が
ら
、よ
く勤
俟
に
つ
と
め
て
家
産
を増
し
た
が、
決
し
て
む
さ
ぼ
ら 

ず
、
村
人
を
導
き、
彼
等
に
奉
仕
し、来
遊
す
る
も
の
は
迎
え、
貧
者
に 

施
す
な
ど、
社会
公
共
に尽
く
すこ
と
が多
か
っ
た
。
ま
た
、
俳
譜
を
嗜 

み、
か
つ
て
河
東
碧
梧
桐.正
岡
子
規.
夏
目
漱
石
も、
白
猪
.
唐
岬
の 

滝
に
遊
ん
だと
き
、
こ
の
家
に泊
り
筆
跡
を残
し
た
と
い
う
。
北
方
の
田 

中静

民
(文
政
十
一
年
五
月
五
日丨
明
治
一
一
十
六
年
四
月
二
十
五
日

、

I 

八
二
八丨
一
八
九
三、
通称

長
一
郎)は、
因
是
の
あ
と
を
う
け、
芦 

村
な
ど
と
と
も
に風
交
を
ひ
ろ
め
た
。
そ
の
句
に

来

か
、
つ
た
人
の
世
話
や
く楳
竹
哉
 

静
民 

が
あ
る
。
彼
は、
北
方
社
に
よ
っ
て、
高
部
可
等
や
奧
平
驚
居
ら
の
指
導 

を
受
け
たも
よ
う
で
、そ
の
とも
が
らに
は、
江戸
志
流、
成
也、
波静
 

な
ど
が
い
たも
よ
う
であ
る
。

さ
て、
重
信
町
の
方
に
は、
武
者
芳
岳
な
ど
の
あ
と
を
う
け
て、
鈴
木 

時
古
(文
久
三
年
八
月
二
十
日丨
明
和
六
年
二
月
十
三
日、
一
八
六
ニー
 

一
九
三
一、稲
葉
自称
の
子、
宗
十
郎、
の
ち
鈴
木
氏、旧
前
橋
藩
士
の 

子、
た
ま
の
養
父、
別号
三緑
堂
一
平
)
が
活
躍
す
る
。
彼
は
、
森
盲
天
外 

と
も
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
年
代
以
降、
志
津
川
の
山内
竜
 

月
を
中
心
に、
香
風
な
ど
が
『倭楽
草
級
』
を発
刊
し
て
い
る
。
ま
た、 

鶯
居
の
選
に
な
る
『俳
諧
花
乃
曙
』
な
ど
も残
っ
て
い
て、当
時
の
交
流 

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し、
こ
の
よ
う
に
農
民
層
ま
で拡
が
つ 

た
俳
諧
は、
月並
、
点
取
り
に
落
ち、
面
白
お
か
し
く随
落
し
て
ゆ
く
の 

で
あ
る
。
そ
の
人
を
あ
げ
る
と、
つ
ぎ
の
も
の
が
い
る
。

虎楽

見
奈
良
住0 

五
〇
志
津
川
住。

I

志
田
建
住
、
大
村
氏、
鶯
居
の
友
。

梅
朝
牛渕

住
、
相
原
近
江
守、
浮
島
神
社
神
官
。

馬
石
田
窪
住
、
土
田
要
。

成
美
上
村
住
、
高
市
氏
。

白
狐
下
浮
穴
郡
、
森
氏、

『義
農
集
』

こ
の
ほ
か
多数
の
人々

が参
加
し
て
い
る
。

五
子
規
門
流

こ
の
地
に、
正
岡
子
規
の
門
流
が
根
づ
く
の
は、
「ほ
と
と
ぎ
す
」
に
、 

南
吉
井
の
人、
久
松
食
山(生没
年
不
詳)
が
現
れ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。 

そ
の
の
ち、
河
東
碧
梧
桐
が
「新
傾
向
」
を
唱
え
る
こ
ろ、
森
田
雷
死
久 

(既
述)
と
む
す
ん
で、
大
西
可
長(元
治I

年
二
月1
明
治
五
年
四
月 

土
日
、
一
八
六
〇丄

九
三
〇、
名
は
良実
、
八
郎
右
衛
門、
宣
智
の 

子
)

彼
は、
若
く
し
て
村
議、
村
長
、県
議
と
な
り、
農
業
の発
展、

重
信
川
の
水
害
防
止
な
ど
に尽
力
す
る
傍
ら、
碧
門
に参
加
し
て
俳
句
を 

嗜
ん
だ
。
そ
の
句
に

瀬
戸

風
の
身
かI

杯
に
な
っ
た
桃咲
け
里 

可
長 

が
あ
る
。
彼
と
と
も
に
碧
門
に
入
っ
た
渡
部
碧
城
(通称
豊
三
郎、
川
上 

住
、
生没
年
不
詳)
の
句
に
、

下
宿
す
ま
い
め佗
し
い
夕
餉
を
藤
に
生
く
 

碧
城 

が
あ
る
。
こ
の
ほ
か、
大
正
期
ま
で
活
躍
し
た
人
に、

玉
翁
川
上
住
、
渡
部
氏。
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政恵

川
上
住
、
大
西
氏。

桂
月
南
吉
井
住
、
露
ロ
氏。

秋
月
川
上
住
、
近
藤
熊
朝。

ら
が
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
に、
東温(川内
.
重
信
)

の
俳
界
は、
そ
の
沿 

革
が
予
想
よ
り
早
く、
か
つ
な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
今
後
さ
ら
に 

資
料
を
究
明
し
て、
そ
の
詳
細
を
詳
に
し
て
後
の
人々

に伝
え
た
い
も
の 

で
あ
る
。

(平
成
ニ
年
六
月
例会
講
演)
(
幹
事
)

寄贈図書受領御礼

「峠
」

「
杜腺
花
」

上甲
明石
 

裹
于
和
郡
宇
和
町
卯
ノ
町

畠

中
 

淳 

静
岡県
三
島
市
御
園

右
二
誌
を毎
号

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

厚
く
御礼
申
上
げ
ま
す
。

子
規会
叢
書

子規

 

歳
 

時
越智ニ良著

子規

 

遺芳 

I

松
山
子
規会
史

一

子
規会
編

-
1
0
0円

五0
0

円

3
 

子

規

慕

I

松
山
子
規会
例会
講
演

子
規会
編
一、
五

0
0

円

子
親写
真
も
の
が
た
り

漱
石

風戸
始
著
ニ、

0
0
0
円

送
料
1

〜
3

各
|ー
六
0

円
4

三 
一0
円 

郵
便
振
替徳
島
ニー

|

八
六
八
松
.山
子
規会
 

申込

先
79〇
松
山
苗
石
崎
町
ニ
丁
目
四丄
三 

渡 

部
満

泰
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愚庵の柿
と子規

—

短歌革新への転回

—

明
治
三
十
年
五
月
十
八
日
付
け
愚
庵
よ
り
子
規
あ
て
書
簡
は、
同
日
碧 

梧
桐
が
愚
庵
を
訪
れ
て
子
規
の
病状
を
聞
い
た
結
果、
病気
を
見
舞
っ
た 

も
の
で
あ
っ
た
。
文
中
に、

「我
輩
近来
ャ

V

宜
敷
候
得
共
御
同
然既
ニ 

膏
亡
目
ニ
入
リ
タ
ル
病
根
ハ
人
間̂̂
と
も
致
か
た
く
候
」
云々

と
あ
る
の 

は、
明
治
十
六
年
に
喀
血
し
て
重
態
に陥
っ
た
こ
と
の
あ
る
愚
庵
は、
ニ 

十
七
年
十
二
月
に
は
腎臓
を
患
っ
て
須
磨
に転
地
療
養、
そ
れ
よ
り
半
年 

後
の一 I

十
八
年
七
月
神戸
病
院
を
退
院
し
て
須
磨
保
養
院
に
入
院、

|

か 

月
を
こ
こ
で
療
養
し
た
子
規
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
か
れ
た
も
の 

で
あ
る。
そ
し
て
書
簡
の
終
わ
り
に、

園
中
ノ
^

^

ニ
な
り
候ハ
、1161

差
上
可
申
ト今
よ
り待
居
候
事ニ 

候
と
し
た
た
め
て
い
る
。
あ
る
い
は、
子
規
が
無
類
の柿
好
き
で
あ
る
こ
と 

を
碧
梧
桐
か
ら
聞
い
た
結
果
か
も
知
れ
な
い。
送
ろ
ぅ
と
思
い
立
っ
た
愚 

庵
が
「今
よ
り
待
居
候
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
に
子
規
は
待
ち
ど
お
し
か 

つ
た
に
ち
が
い
な
い。

「園
中
ノ柿
」
と
い
う
園
は、
も
ち
ろ
ん
愚
庵
の
居、
同
名
の
草
庵
の 

庭
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
所
在
は
子
規
書
簡
の
宛
名
書
き
に
あ
る
京
都
東

越 

智
通
敏

山
五条
産
寧
坂、
現
東
山区
清
水
三
丁
目
八
坂
通
三
寧
坂
東
入
ル
の
地
で

あ
る
。

愚
庵
は、
明
治
二
十
年、
三
十
四歳
の
四
月
八
日、
天竜
寺
管
長
で
あ 

っ
た
師
滴
水禅
肺
に
得
度
し
て鉄
眼
と称
し、
師
に従
っ
て
林
丘
寺
に
入 

っ
た。
そ
し
て、
修
行
す
る
こ
と
四
年、
二
十
四
年
の
春
林
丘
寺
を
出
る 

こ
と
を
決
意、
し
か
し、
寺
を
持
つ
つ
も
り
は
な
い
も
の
の、独
立
で
草 

庵
を
結
ぶ
こ
と
も、
そ
の
後
の
生
計
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
な
い状
態
で 

あ
っ
た
。
幸
い
、
同郷
(現
福
島県
い
わ
き
市
平)
出
身
の
竹
馬
の
友
で、 

北
海
道
に
ニ
シ
ン
の
大
漁
場
を
持
つ
江
政
敏
か
ら
も
ら
っ
た
百
円
を
資
金 

に、
人
形
師
伊
藤
源
吉
の
世
話
で、
敷
地
九
十
五
坪
を
購
入、
四畳
半
と 

ニ畳
の
草
庵
を
完
成、
二
十
五
年
春
新
庵
に
入
っ
た
。
草
庵
の
門
に
「愚 

庵
」
と
い
ぅ
額
を掲
げ、
自
ら
も
愚
庵
と号
し
た
が、
こ
れ
は、
出
家
の 

際
師
滴
水
か
ら
も
ら
っ
た
傻

「打
；；

破
八
識
，

始
称

，，
丈

夫
，

莫
，
認，， 

小
智
，

須
至
，一
大愚
,
」
に
い
ぅ
「大
愚
」
に由
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て、
檀
家
を
持
た
ず
托
鉢
も
し
な
い
愚
庵
の
生
活
を
助
け
る
た
め
に、 

か
ね
て
ょ
り
の旧
知
で、
出
家
の際親
代
わ
り
と
な
っ
て
保証
し
てく
れ
 

た
東
山
の
料
亭
小
川
の
女将
テ
ィ
は、
百
五
十
円
を
出
し
て
愚
庵
の
隣
り 

に
一戸
を
建
築、
右
の
伊
藤
に
家
賃
五
円
で
貸
し、
伊
藤
に
愚
庵
の
世
話 一  21—



を
依頼
す
る
と
と
も
に、
そ
の
中
か
ら
利
子
と
元
金
の
償
却
分
を
差
弓
い 

た残
り
お
よ
そ
ニ
円
を
生
活
費
と
し
て毎
月
愚
庵
に
贈
っ
た
と
い
う
。

こ
の
年
(
二
十
五
年)
の
十
一
月
十
二
日、
折
り
か
ら
移
住
の
た
め
上 

京
す
る
母
と
妹
を
迎
え
に
神戸
へ来
て
い
た
子
規
は、虚
子
を
誘
っ
て
産 

寧
坂
に
愚
庵
を
訪
ね
た
が
あ
い
に
く
不
在、
神戸
に
家
族
を
迎
え
た
翌
十 

五
日、
東
山
遊覧
の
途
次、
寺
町
で
買
い
求
め
た
柚
味噌
を
手
土
産
に、 

虚
子
と
共
に
愚
庵
を
訪
い、
深
夜
ま
で
閑
談、

「浄
林
の
釜
に
昔
を
し
ぐ 

れ
け
り
」
と
い
う
句
を残
し
た
。
こ
の
日
は
雨
で
あ
っ
た
こ
と
を
「瀬
祭 

書
屋
日
記
」
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
っ
た
「浄
林
の
釜
」
と
い
う
の 

は、

「千
家
十
職
」
に
加
え
ら
れ
て
い
る
大
西
家
初
代浄

林
(寛

文
三
年
、 

一
六
六
三没
)

の
作
と伝
え
ら
れ
た
名
品
で
あ
っ
た
。
子
規
に
は
そ
の
後 

に
も
こ
れ
を偁
ん
で、

「木估
の浄
林
の
釜
つ、
が
な
き
や
」

「折
に
ふ 

れ
て
思
ひ
ぞ
い
づ
る
君
の
庵
の
竹
安
け
き
か
釜
つ、
が
な
き
か
」
と
詠
ん 

で
い
る
。
ま
た、

『寒
山
落
木
』
に
は、
右
の浄
林
の
釜
の
句
の
ほ
か
に、 

「紅
葉
ち
る
和尚
の
留
守
の
い
ろ
り
哉
」

「

甩
や
自
在
に
釜
の
き
し
る
音
」 

が
あ
る
。
さ
ら
に、
の
ち
二
十
九
年
の
『松
羅
玉
液
』
に
は、
そ
の
時
の 

こ
と
を、
庵
の
！

や
部
屋
の様
子
な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
記
し
た
あ
と、 

手
土
産
に
携
え
た
柚
味噌
を
茶
を
点
じ
た
と
き
出
す
と、
愚
庵
が
手
を
拍 

っ
て
喜
ん
だ
さ
ま
を
「老
僧
や
掌
に
柚
味噌
の
味噌
を
点
す
」
と
詠
ん
で 

い
る。
な
お、
右
の
「木
枯
の浄
林
の
釜
つ
、
が
な
き
や
」
に
つ
い
て
も 

ふ
れ
て
お
り(十
二
月
二
十
三
日
)
、
京
都
の
柚
味噌
へ
の
思
い
を
六
句 

記
し
て
い
る(十
二
月
三
十
日
)
。

こ
の
愚
庵
の
庭
に、
古
木
の
梅
の
ほ
か柿
の
木
が
あ
っ
て
よ
く実
っ
た
。

ニ

秋
に
は柿
を
送
る
と
書
添
え
た
愚
庵
か
ら
の
見
舞
い状
に対
す
る
子
規 

の
返
書
が
あ
る
。
日
付
け
が
な
い
の
で
書
か
れ
た
日
は
不
明
な
が
ら、
も 

ら
っ
た
封
書
の
日
付
け
が
五
月
十
八
日
で
あ
っ
た
か
ら、
同
月
下
旬
に
書 

き
送
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
最
近
の
病状
を
述
べ
て
お礼
を
言
っ
た
あ
と、 

扨
十
二
勝
已
外
に
う
ま
き柿
の
木
も
御
庭
に
有
之
候
趣
に
て
此
秋
は 

御
送
被
下
と
の
事
待
居
申
候̂

1

も
そ
れ迄
決
し
て
死
申
間
敷柿
 

の実
は
烏
に
落
さ
せ
ぬ
や
う
く
れ
,
^
も
御願

#''-1

置
候 

と
言
っ
て
い
る
。
右
に
い
う
「十
二
勝
」
と
い
う
の
は、
二
十
八
年、
愚 

庵
の
庭
に
十
二
景
を
選
ん
で
十
二
勝
と
し
た
も
の
で、
愚
庵
は
そ
れ
を
詩 

に
詠
ん
で
新
聞
「日
本
」
に発
表、
翌
ニ
十
九
年
十
二
月
九
日
付
け
子
規 

あ
て
書
簡
で、

「こ
た
つ
し
て
君
和
韻
せ
よ
十
二
勝
」
ほ
か
四
句
を
記
し 

て
和
韻
せ
よ
と
依頼
し
て来
た。
こ
の
書
簡
は、
書
か
れ
た
前
日
訪
れ
た 

甩
骨
か
ら、
子
規
の
病状

が
「追々

進
む
」
と
知
ら
さ
れ、
子
規
の
死
を 

予
感
し
た
思
い
を
押
さ
え
て、

「ま
だ
死
ぬ
な
雪
の
中
に
も
梅
の
花
」
、 

「独
し
て
急
ぐ
旅
か
は
雪
の
そ
ら
」
と
子
規
を
案
じ、

「見
舞
し
て
我
先 

だ
つ
も
知
れ
ず
雪
の
路
」
と
自
己
の
死
が脳
裏
に
ひ
ら
め
く
思
い
を
^0

 

に
述
べ
て、

「若
万I

死
期
近
き
に
あ
り
と
思
は
ゾ
片
身
と
思
ひ
十
二
勝 

を
和
し
て
く
れ
給
へ
」
と
依頼
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
子
規
は、
同 

人数
名
と
共
に
俳
句
十
二
首
を
作
っ
て
責
め
を
ふ
さ
い
た
が、

 ，

「只
俳
句 

は
詩
に
比
し
て
暴
露
に
傾
く
の
嫌
あ
り
。
然
れ
ど
も
暴
露
却
て
是
れ禅
家

し
ん
め
ん
ぼ
く
 

し
よ-
つ̂

の真
面
目
な
り
と
信
ず
」
と
言
っ
て
送
っ
た
の
は、
た
と
え
ば
「嘯
月
壇
」 

の
詩
に
和
し
た虚
子
の
句
「犢
鼻
揮
を
干
す
物
干
の
月
見
か
な
」
の
ご
と 一  22 一



き
を
指
し
た
も
の
か。
(

『松
羅
玉
液
』
士
一
月
二
十
四
日)

そ
の
夏
(三
十
年)
八
月
六
日
付
け
愚
庵
あ
て
子
規
書
簡
に
よ
る
と、 

「湖
村
兄
とと
も
に毎
日
御
推
敲
の
事
と
存
候
」と
い
う
こ
と
であ
る
が、

,

こ
れ
は
そ
の
こ
ろ
短
歌
を
作
っ
て
は
湖
村
と
二
人
で
推
敲
し
て
お
ら
れ
る 

で
し
よ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

桂
湖
村、
明
治
元
年
越
後
の
生
ま
れ、
五
十
郎、
ま
た
祐
孝
。
漢学
者 

桂 11

¢1:
け
の
子、
同
族
桂栄
造
の
養
嗣
子、号
は
湖
村
又
は
雷
電。
東
京専
 

門学

校
(早稲
田
大学
の
前
身)
英
語
科
卒、
後
早稲
田
大学
教
授
と
な 

る。
漢
詩
と
和
歌
に
長
じ、
愚
庵
よ
り
十
四歳
年
少
な
が
ら、
早
く
よ
り 

愚
庵
に
漢
詩
を
指
導
す
る
な
ど
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
和
歌
に
つ
い
て 

も
愚
庵
は
湖
村
に
兄
事、
湖
村
が
京
都
へ来
る
と
愚
庵
居
に
泊
り、
明
治 

二
十
八
年
に
は
共
に
大
和
へ
施
行
し
て
和
歌
を
交
わ
す
な
ど
し
て研
さ
ん 

し
た。
一
方、
湖
村
と
子
規
の関
係
も
陸羯
南
を
介
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。 

子
規
が
新
聞
「日
本
」
社
員
と
し
て
は
じ
め
て
出
社
し
た
の
は
明
治
二
十 

五
年
十
二
月|

日、
翌
年
以来
同
新
聞
に
設
け
ら
れ
た
「俳
句
欄
」
に拠
 

っ
て
活
躍、
そ
の
間
一
時、
明
治
二
十
七
年
二
月
創
刊、
七
月廃
刊
と
な 

っ
た
同
社
の
「小
日
本
」
の
編
集
責
任
者
に
登
用
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
湖 

村
は
そ
う
し
た新
聞
「日
本
」
の客
員
と
な
り
、文
苑担
当
者
の
一
員
と 

し
て
活
躍、
子
規
と
親
交
が
あ
っ
た
。
子
規
は
慶応
三
年
の
生
ま
れ、
湖 

村
よ
り
わ
ず
か
一歳
の
年
長
で
あ
る
。

明
治
三
十
年
の
湖
村
あ
て
愚
庵
の
書
簡
に
よ
る
と、

「実
は
自
今
和
歌 

の
方
チ
ト
稽
古
致
候
積
暫
時
詩
と
は
乞
暇
の
姿
に
相
成
り
可
申
候
」
と 

あ
る
か
ら、
愚
庵
の
短
歌研
究
と実
作
は
こ
の
年
を転
機
に
深
く
な
つ
た も

の
と
み
ら
れ
る
。そ
し
て、
前
記
の
愚
庵
あ
て
八
月六日
付
け
書
簡
に 

み
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
の
こ
ろ、
愚
庵
居
に
長
く滞
在
し
て
い
た
湖
村
の 

指
導
を
受
け
な
が
ら、
愚
庵
は
短
歌
に
熱
中
し
て
い
た
。

三

愚
庵
居
を辞
し
て
湖
村
が
東
京
へ帰
っ
た
の
は
十
月
上
旬
で
あ
っ
た
。 

愚
庵
は
子
規
に
贈
る
た
め、
自
庵
の
庭
に
熟
し
た
「つ
り
が
ね
」
と
い
う 

柿

を|

か
ご
湖
村
に
託
し
た
。

同
月
十
月
十
日
の
子
規
「病
牀
日
記
」
に
は、

桂
湖
村
京
都
ョ
リ帰
ル
愚
庵
の柿

(
つ
り
か
ね
)
十
五
顆
及
ビ
松 

氧
ヲ
携
へ
テ来
ル 

と
あ
る
が、
こ
れ
を届
け
た
の
は
湖
村
の
長
女
勢
律
で
あ
っ
た
と
い
う 

(中
此宪
泰
『槿1

，木
の
下
で
」
所
載、
本
人
の
談
話
に
よ
る
)
。
こ
の 

「愚
庵
の柿
つ
り
か
ね
」
を
頭
材
に
詠
ん
だ
の
が
有
名
な
次
の
十
一
句
で 

あ
る
。

1
0
つ
り
が
ね
の
蒂
の
と
こ
ろ
が渋
か
り
き
 

2

和尚
病
ん
で禅
寺
の柿
猶渋
し 

3

禅
寺
の渋
柿
く
へ
ば渋
か
り
き 

4

講
堂
や渋
柿
く
ふ
た
顔
は
誰 

5

渋
柿
や
高
尾
の
紅
葉
猶
早
し 

6 〇
柿
熟
す
愚
庵
に
猿
も
弟
子
も
な
し 

7

稍渋
き仏

0̂

を
く
ら
ひ
け
り 

8

家
土
産
の
松蕈
匂
ふ
夜
汽
車
哉 

9

故郷
や
！
^
過
ぎ
て柿
の
味
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10
0
御仏
に
供
へ
あ
ま
り
の柿
十
五 

11
姉
に
思
ふ
奈
良
の
^

#

の
下
女
の
顔

第
九
句.
第
十
句
は
過
去
の
回
想、
第
四
句
.
第
八
句
は
他
人
事
の
連
想 

と
し
て
重
要
で
な
い。
第
六
句、
愚
庵
の柿
が
熟
し
た
の
に、
こ
れ
を
食 

う
猿
も
弟
子
も
い
な
く
て、柿
好
き
と
知
っ
て
自
分
に
送
っ
て
く
れ
た
と、 

諧
謔
の
う
ち
に
感
謝
の
意
を込
め
て
い
る
。
乙
の
十
一
句
中
の
秀
句
の
一 

っ
は
第
十
句
「御仏
に
供
へ
あ
ま
り
の柿
十
五
」
で
あ
ろ
う
が、
子
規
は、 

禅
庵
の
庭
に実
っ
た柿
を
和尚
は
御仏
に
供
え、
余
っ
た柿
の
中
か
ら、 

十
五
個
ほ
ど
を
贈
ら
れ、
早
速
待
ち
こ
が
れ
た
よ
う
に
こ
れ
を
食
べ
た
。 

ま
さ
に
「仏
の柿
」
で
あ
る
が渋
か
っ
た。
感
想
を
述
べ
た
他
の
句
も、 

甘
か
っ
た
と
は
な
く
て
い
ず
れ
も渋
し、渋
か
り
き
で
あ
る
。
後
に
や
は 

り
こ
の柿
を
主
題
に、
愚
庵
に
送
っ
た
短
歌
に
は
「あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
」 

「渋
き
も
あ
り
ぬ
」
と
あ
る
か
ら、渋
い
も
の
だ
け
で
も
な
く、
^
の
と 

こ
ろ
だ
け
が渋
か
っ
た
の
も
あ
っ
た
が、
お
お
む
ね渋
か
っ
た
の
で
あ
ろ 

う。
だ
か
ら、
短
歌
に
「あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
」
と
あ
る
の
は
少
し
お
世辞
 

を
加
え
て礼
を
言
っ
た
も
の
で、
卒
直
に
言
え
ば、
予
想
に
反
し
て渋
か 

っ
た
と
い
う
の
が
本
立
日
で、
こ
れ
が
俳
句
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が、 

第
五
句
に、

「渋柿
や
高
尾
の
紅
葉
猶
早
し
」
と
あ
る
よ
う
に、
高
尾
の 

紅
葉
が真
盛
り
で
な
い
か
ら
ま
だ渋
い
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。

高
尾
の
紅
葉
は
十
一
月
中
旬
以
後
で
な
い
と
本
格
的
な
紅
葉
が
見
ら
れ
な 

い
か
ら、
十
月
に
入
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
時
期、
ま
だ
十
分
に渋
が抜
け 

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
推
察
も
も
つ
と
も
で
あ
る
。
冒
頭
の
「つ
り 

が
ね
の
ぞ
の
と
こ
ろ
が渋
か
り
き
」
も、
十
一
句
中
の
代
表
的
な
句
の

一

つ
で
あ
る。
事実
、
こ
の柿
は、
上
の
方
は
あ
ま
く、
下
の
方
に
し
ぶ 

い
の
が
間々

あ
っ
た
と
い
う(湯
本
喜
作
『愚
庵研
究
』)
。
あ
る
い
は、 

概
し
て
上
の
方
の
目当
た
り
の
ょ
い
も
の
は
甘
く、
下
の
方
や
日
の当
た 

ら
ぬ
側
の
も
の
は渋
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

柿
好
き
の
子
規
も、
少
し
置
い
て
お
け
ば渋
も抜
け
る
だ
ろ
う
と、
す 

ぐ
に
食
べ
て
し
ま
わ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が、
ど
う
い
う
わ
け
か、
子
規
は柿
の礼
状
を
愚
庵
に
送
る
の 

を
怠
っ
て
い
た
。
筆
ま
め
で
き
ち
ょ
う
め
ん
な
子
規
と
し
て
は
珍
し
い
こ 

と
で
あ
る
。

四

と
こ
ろ
が、
十
月
二
十
九
日、
湖
村
が
子
規
庵
を
訪
れ、
二
十
七
日
付 

け
湖
村
あ
て
愚
庵
の
書
簡
を
見
せ
た
。
そ
れ
は、
六
首
の
短
歌
を
添
え
て 

近
況
を
報
ず
る
も
の
で、

「我
庵
の
紅
葉
見
に来
る
人
は
あ
れ
ど
心
へ
だ 

て
ぬ
友
垣
の
な
き
」
を
は
じ
め
と
す
る
六
首
で、
そ
の
第
六
首
は、

ま
さ
を
か
は
ま
さ
き
く
て
あ
る
か
か
き
の
み
の
あ
ま
き
と
も
い
は
ず 

し
ぶ
き
と
も
い
は
ず 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
書
簡
の
本
文
中
に
は
何
も
こ
の
こ
と
に触
れ
て 

い
な
い
ま
で
も、柿
を
預
り、
た
し
か
に届
け
た柿
の
お礼
を
子
規
が
ま 

だ
い
っ
て
い
な
い
と
わ
か
れ
ば、
ほ
っ
て
置
く
わ
け
に
は
ゆ
か
ず、
手
紙 

を
手
に
し
た
朝
直
ち
に
子
規
庵
に
行
っ
て
こ
の
歌
を
見
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

す
る
と、実
は、
そ
の
前
日
の
二
十
八
日
夜、
愚
庵
あ
て
の礼
状
を
書 

い
た
と
こ
ろ
で
ま
だ
投
函
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
湖
村
が
預
っ
て 

帰
っ
た柿
を
入
手
し
た
直
後
の
十
月
十
日、
す
で
に
そ
の柿
を
題
材
に
十



I

句
の
俳
句
ま
で
で
き
て
い
る
の
に、
そ
れ
か
ら
十
八
日
も
の
間
子
規
が 

礼
状
を
書
か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か。
た
だ
推
察
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が、 

こ
の
間
、(年
譜
に
ょ
る
と
)
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は
お
お
む
ね
小 

説

「曼
珠
沙
華
」
の
執
筆
に
熱
中、
十
七
日
は
午
後
か
ら
病気
が
重
く
な 

っ
て
そ
れ
も
進
ま
ず、
二
十
日
か
ら
再
開
し、
二
十
六
日
と
二
十
七
日
に 

は浄
書、
そ
の̂
^が
終
わ
っ
て
か、
二
十
八
日
に
は
新体

詩
「微
笑
」

を
執
筆、
一応
そ
れ
ら
が
片
付
い
た
の
で、
夜
に
入
っ
て
愚
庵
へ
の礼
状
 

を
書
い
て
い
る
か
ら、
主
と
し
て
小説

「曼
珠
沙
華
」
の
執
筆
に
熱
中
し 

て
い
た
の
が
原
因
で
あ
ろ
ぅ
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の礼
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(前
略
)
先
日
ハ
湖
村
氏帰
京
の
節
佳
菓
御恵
投
に
あ
つ
か
り
奉
万 

謝
候
多
年
の
思
ひ
今
日
に
果
し
申
候

十
月
二
十
八
日 

常
規 

愚
庵禅
師
御
も
と 

御仏
に
供
へ
あ
ま
り
の柿
十
五 

柿
熟
す
愚
庵
に
猿
も
弟
子
も
な
し

約
鋪
と
い
ふ柿

の
名
も
を
か
し
く
^

か
た
く
て 

つ
り
か
ね
の蒂
の
と
こ
ろ
が渋
か
り
き 

出
た
ら
め
御
叱
正
被
下
候 

こ
れ
を
十
月
の
作
句
と
比
較
し
て
み
る
と、
十
一
句
の
中
か
ら
三
句
を 

選
ん
だ
も
の
で、渋
か
っ
た
と
い
う
と
失礼
に
な
る
の
で、
わ
ず
^
に
%
 

の
と
こ
ろ
が
少
し渋
か
つ
た
と
い
う
程
度
に
と
ど
め、
自
分
で
良
い
と
思 

つ
た
の
を
三
句
に
と
ど
め
て
い
る
が、
こ
の
自
選
は
第
三
者
が
見
て
も
妥 当

で
あ
り、
子
規
俳
句
の
本
領
を発
揮
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で、
湖
村
か
ら
愚
庵
の
歌
を
見
せ
ら
れ
た
あ
と、
せ
っ
か
く
書 

い
て
い
た
こ
の#
!

を̂
出
さ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と、
こ
の
愚
庵
の
歌
は 

間
接
に
し
ろ
子
規
に
贈
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら、
そ
の
返礼
に 

は
俳
句
よ
り
も
短
歌
の
方
が
よ
い
と
湖
村
か
ら
言
わ
れ、
最
近
湖
村
の
指 

導
で
短
歌
に
熱
中
し
て
い
る
相
手
の
こ
と
を
思
う
と、
短
歌
の
方
が
適当
 

で
あ
る
と、
湖
村
の
言
に従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
湖
村
が
い
る
間
に
早
速 

短
歌
を
作
り
、
見
て
も
ら
っ
て、
夜
に
入
っ
て
書
簡
を
し
た
た
め
た
。 

昨
夜
手
紙1

^
を
は
り
候処
今
朝
湖
村
氏来
訪
御
端
書拝

誦
御
歌 

い
つ
れ
も
お
も
し
ろ
く拝
誦
仕
候
失礼
な
か
ら
此
頃
の
御
和
歌
春 

頃
の
に
く
ら
へ
て
一
き
は
目
た
ち
て覚
え
申
候
お
の
れ
も
う
ら
や 

ま
し
く
て
何
を
か
な
と
思
ひ
候
へ
と
も
言
葉
知
ら
ね
は
す
へ
も
な
し 

さ
れ
は
と
て
此
ま
、黙
止
し
て
過
ん
も
中々

に
心
な
き
わ
ざ
な
め 

り
と
俳
諧
歌
と
で
も
狂
歌
と
で
も
い
ふ
へ
き
も
の
ニ
つ
三
つ
出
放
題 

に
う
な
り
出
し
候
御
笑
い
草
と
も
な
り
な
ん
に
ハ
う
れ
し
か
る
べ 

く
あ
な
か
し
こ

十
月
二
十
九
日 

つ
ね
の
り 

愚
庵禅
師
御
も
と

②
①
み
ほ
と
け
に
そ
な
へ
し柿
の
あ
ま
り
つ
ら
ん
我
に
そ
た
ひ
し
十 

あ
ま
り
い
つ、

③
2柿
の実
の
あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
か
き
の
み
の
钱
き
も
あ
り
ぬ
し
ふ 

き
そ
う
ま
き

③
③
籠
に
も
り
て柿
お
く
り来
ぬ
ふ
る
さ
と
の
高
尾
の
山
は
紅
葉
そ -25 一



め
け
ん

①
④
世
の
人
ハ
さ
か
し
ら
を
す
と
酒
の
み
ぬ
あ
れ
は柿
く
ひ
て
猿
に 

か
も
似
る

④
5
お
ろ
か
ち
ふ
庵
の
あ
る
し
か
あ
れ
に
た
ひ
し柿
の
う
ま
さ
の
わ 

す
ら
え2
く
こ

6

あ
ま
り
う
ま
さ
.に文書
く
こ
と
そ
わ
す
れ
つ
る
心
あ
る
ご
と
な
 

思
ひ
(
そ
)

吾
師 

発
句
よ
み
の
狂
歌
い
か
ズ
見
給
ふ
ら
む

「御
歌
い
つ
れ
も
お
も
し
ろ
く拝
誦
」
と
い
い、

「失礼
な
か
ら
此
頃
の 

御
和
歌
春
頃
の
に
く
ら
へ
て
一
き
は
目
た
ち
て覚
申
候
」
と、礼
儀
と
は 

い
え
愚
庵
の
和
歌
を
ほ
め、

「う
ら
や
ま
し
く
て
」
と
一
目
を
お
い
て
敬 

意
を
表
わ
し
て
い
る
。
事実
、
客観
的
に
み
て、
子
規
よ
り
も
愚
庵
の
方 

が、
和
歌
で
は
一
段
す
す
ん
で
い
る
。
一
方、
和
歌
を
作
る
に
は
古
語
な 

ど
和
歌
の
上
の
言
葉
も
知
ら
な
け
ば
な
ら
な
い
が、
そ
れ
も
知
ら
ぬ
の
で 

す
べ
も
な
い
と
謙
遜
し
な
が
ら、
出
放
題
に
作
っ
て
み
た
と
い
う
こ
れ
ら 

の
歌
は、
愚
庵
の

ま
さ
を
か
は
ま
さ
き
く
て
あ
る
か
か
き
の
み
の
あ
ま
き
と
も
い
は
ず 

し
ぶ
き
と
も
い
は
ず 

と
い
う
歌
に
答
え、
か
つ
啓発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

特
に
第
二
首
は、
直
接
こ
れ
に
答
え
た
も
の
で、

「あ
ま
き
も
あ
り
ぬ
」 

「渋
き
も
あ
り
ぬ
」
と
い
っ
た
上
で、
や
や
お
世辞
で
か、
俳
句
で
は
い 

わ
な
か
っ
た
「し
ふ
き
そ
う
ま
き
一
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
ま
た、
俳 句

に
は
な
か
っ
た
歌
と
し
て
第
五
首
が
あ
り、
こ
こ
で
も
「柿
の
う

ま
さ
 

の
わ
す
ら
え
な
く
に
」
と
も
言
い、
第
六
首
は、
手
紙
が遅
れ
た
理
由
に 

す
る
こ
と
も
兼
ね
て、

「あ
ま
り
の
う
ま
き
に
」
と
言
っ
て
い
る
。
あ
る
 

い
は、渋
い
の
で
お
い
て
あ
っ
た残
り
の柿
も、
高
尾
の
山
が
紅
葉
に
そ 

ま
り
は
じ
め
た
こ
の
ご
ろ
に
な
る
と、渋
か
っ
た
の
が
う
ま
く
な
っ
て
い 

た
の
か
も
知
れ
な
い
が、
そ
ん
な
に
細
か
く
考証
め
い
た
こ
と
を
考
え
る 

必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ、
こ
こ
で注
意
し
て
お
き
た
い
の
は、さ
き
の俳
句
に対
応
す
る 

和
歌
が
あ
り、
そ
う
し
た
和
歌
を
中
心
に、

「狂
歌
」
と
い
っ
て
謙
遜
し 

て
い
る
こ
と
は別
と
し
て、

「俳
諧
歌
」
と
で
も
い
う
べ
き
和
歌
と
い
っ 

て
い
る
こ
と
であ
る
。
俳
諧
歌
と
い
う
の
は、
歌学
史
上
は、
滑
稽
味
を 

帯
び
た
和
歌
の
一体
で、
万
葉
の戯
咲
歌
に発
し、
後
に
狂
歌
の
源
泉
と 

な
っ
たと
い
う
こ
と
で
あ
る
が、こ
こ
で
はそ
れ
に
こ
だ
わ
るこ
と
な
く
、 

た
だ
先
行
す
る
俳
句
に対
応
さ
せ
て
み
て、
俳
句
か
ら
和
歌
へ、
ほ
ぼ実
 

現
の
め
ど
が
つ
い
た写
生
俳
句
を、
ど
の
よ
う
に
和
歌
に転
化
さ
せ
る
こ 

と
が
で
き
た
か
の実
例
と
み
た
い。そ
こ
で
、六
首
の
うち
、対
応
の
見 

い
だ
せ
る
三
首
に
つ
い
て
み
る
と、
ま
ず
、

第
一
首
み
ほ
と
け
に
そ
な
へ
し柿

の
あ
ま
り
つ
ら
ん
我
に
そ
た
ひ 

し
十
あ
ま
り
い
つ、

第
十
句
御仏
に
供
へ
あ
ま
り
の柿
十
五 

俳
句
だ
け
だ
と、
御仏
に
供
え
た
の
は
子
規
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
と
れ
る 

が、
和
歌
に
よ
れ
ば
明
か
に
愚
庵
が仏
に
供
え
た残
り
を
送
っ
て
く
れ
た 

こ
と
が
わ
か
る
。両
者
を
比
較
す
る
と
簡
潔
で
よ
く
し
ま
り、
調
子
の
よ ― 26 ―



い
俳
句
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し、
こ
こ
で
は、
俳
句
が
先
に
で 

き
て、
和
歌
が
生
ま
れ
た
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぃ
で
、

第
三
首
籠
に
も
り
て柿

お
く
り来
ぬ
ふ
る
さ
と
の
高
尾
の
山
は
紅 

葉
そ
め
け
ん 

第
五
句
按柿
や
高
尾
の
紅
葉
猶
早
し 

歌
の
「ふ
る
さ
と
の
」
は気
に
な
る
と
こ
ろ、
も
ち
ろ
ん
子
規
の
ふ
る
さ 

と
で
は
な
く、
愚
庵
の
ふ
る
さ
と
で
も
な
く、
い
ま
愚
庵
の
住
ん
で
い
る 

京
都
の
高
尾
の
山
で
あ
る
。
前
半
は
こ
の
句
に
は対
応
せ
ず、強
い
て
い 

え
ば
第
八
句
に関
係
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
俳
句
の
方
に価
値
が
あ
る
よ 

う
に
思
う
。

さ
ら
に
、

第
四
首
世
の
人
ハ
さ
か
し
ら
を
す
と
酒
の
み
ぬ
あ
れ
は柿
く
ひ
て 

猿
に
か
も
似
る 

第
六
句柿

熟
す
愚
庵
に
猿
も
弟
子
も
な
し 

こ
れ
ら
も
全
面
的
に対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
が、
俳
句
に
い
う
「猿
」

は
「四国
猿
」
と
自称
し
た
子
規
の
こ
と
に
か
け
て
言
っ
て
お
り、
酒
の 

み
と対
比
さ
せ
て、
自
ら
の
い
う
「狂
歌
」
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ

も
ま 

た
俳
句
に
軍
配
が
あ
が
る
。

し
か
し、
今
は
和
歌
と
俳
句
の価
値
の
比
較
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。 

俳
句
か
ら
和
歌
へ
の転
回
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
を
見
よ
う
と
し
て 

い
る。

そ
の
直
後
で
あ
ろ
う、
こ
れ
ら
の
歌
は
「病
牀
手
記
」
の
同
月
の
項
に 記

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し、
順
序
が変
わ
っ
て
い
る
の
は
問
題
な
い
と
し 

て、
少
し
言
葉
に変
化
が
あ
る
。

第

I

首
み
ほ
と
け
に
そ
な
へ
し柿

の
「あ
ま
り
つ
ら
ん
」
が
「の
こ 

れ
る
を
」
に、

第
三
首
高
尾
の冚
は
紅
葉
そ
め
け
ん
」
が
高
尾
の
「紅
葉
色
つ
き 

に
け
ん
」
に、

の
二
つ
であ
る
。

ま
た、
後
に
編
集
さ
れ
た
『竹
の
里
歌
』
で
は、
第
六
首
の
み
省
略、 

順
序
を変
更
し
て
あ
り、
言
葉
の変
動
は、

第
一
首
に
つ
い
て
は、

「あ
ま
り
つ
ら
ん
」
を、
病
牀
日
記
と
同様
に 

「の
こ
れ
る
を
」
と
し、
さ
ら
に、

「十
あ
ま
り
」
は
「十
ま
り
」
に変

わ
つ
て
い
る
。

第
三
首
の
「病
牀
日
記
：！
で
改
め
た、

「高
尾
の
紅
葉
色
つ
き
に
け
ん
」 

の
「紅
葉
」
が
「楓
」
に、

第
五
首
の
「庵
の
ぬ
し
か
」
の
「が
」
が
「の」
と
な
っ
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て、
書
簡
の
歌
が
次
第
に
推
敲
を
重
ね
ら
れ
て、
「病
牀
日 

記
」

「竹
の
里
歌
」
へ
と
改
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

五

以
上叙
述
し
た
こ
と
は、

『子
規
全
集
』
の内
容
で
ほ
ぼ
わ
か
り、
一 

般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が、
子
規
の
愚
庵
あ
て
た
二
十
八
日 

付
け
書
簡
が
な
ぜ
送
ら
れ
な
か
っ
た
か、
翌
二
十
九
日
付
け
書
簡
に、
俳 

句
に
代
わ
っ
て
な
ぜ
和
歌
が
記
さ
れ
た
か、
こ
の
あ
た
り
の
詳
細
に
つ
い 

て
はI

般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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と
こ
ろ
で、
愚
庵
の
生
地
で
は、
中1

泰
.斎
藤
卓児
両
氏、
特
に 

中
柴
氏
を
中
心
に
愚
庵研
究
が
進
ん
で
い
て、

『愚
庵
文献
散歩
』
(中 

此
菜
泰
〕、

『天
田
愚
庵
の
世
界
』(中
柴
.斎
藤
共
著
)、
『愚
庵
の 

研
究
』
(斎
藤
卓児
)
な
ど
の
名
著
を
生
み、
愚
庵
と
子
規
の関
係、
特 

に両
者
の
和
歌
に
お
け
る
相
互関
係
な
ど
に、
地
元
の
熱
意
を
も
っ
た研
 

究
者
な
ら
で
は
の
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。.
こ
う
し
た
資
料
に教
え
ら 

れ
て、
愚
庵
の柿
を
め
ぐ
る両
者
の関
係
を
整
理
し、
細
部
の叙
述
を
し 

て
き
た
。

そ
れ
に、
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
右
の
『天 

田
愚
庵
の
世
界
』
は、
そ
れ
ら
を
最
も
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が、 

子
規
の
愚
庵
の柿
の
歌
の
成
立
に
つ
い
て、
桂
湖
村
の
子
桂
泰蔵

の
「新 

興
明
治
歌
壇
史
の
考証
」(
『開国
百
年
記
念
明
治
文
化
史
論
集
』
所収) 

を
引
い
て、
愚
庵
へ
の
書
簡
で
最
初
に
見
る柿
の
歌
が、
す
で
に
湖
村
に 

よ
っ
て
加
筆
訂
正
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ら、
子
規
の
第
五
首
「お
ろ
か
ち
ふ
庵
の
あ
る
し
か
あ
れ
に
た 

ひ
し柿
の
う
ま
さ
の
わ
す
ら
え
な
く
に
」
は、
子
規
原
作
で
は
「清
水
の 

愚
庵
の
ぬ
し
よ
り
贈
り来
し柿
の
う
ま
さ
は
忘
ら
え
ず
け
り
」
と
な
っ
て 

お
り、
第
六
首
「あ
ま
り
の
う
ま
さ
に
文
書
く
こ
と
そ
わ
す
れ
つ
る
心
あ 

る
ご
と
な
思
ひ(そ
)
吾
師
」
の
原
作
は、

「あ
ま
り
の
う
ま
さ
に
文
書 

く
こ
と
を
わ
す
れ
け
り
心
あ
り
と
ぞ
な
思
ひ
そ
！

¢3

師
」
で
あ
つ
た
と
い
う 

の
で
あ
る
。

ま
た
、
桂
泰蔵

は
、

子
規
は
返
信
の
た
め
に
俳
句
を
作
っ
た
が、
湖
村
か
ら
和
歌
に
は
和

歌
で
答
え
た
が
よい
と
す
、め
ら
れ、
や
む
な
く
作
っ
た
歌
が
前
記 

の
試
作
で
あ
っ
た
。
湖
村
が
筆
を
加
え
た
の
は、
愚
庵
と
の
贈
答
歌 

と
し
て
子
規
愚
庵両
人
の
和
歌
を併
記
す
る為
に
も
語
調
を
同
化
せ 

ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に、
子
規
の
万
葉
調
の
歌
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と 

い
っ
て
過
言
で
は
な
く、
こ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
た
め
に
愚
庵
が
少
な
か 

ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
て
い
る(
『天
田
愚
庵
の
世
界
』
)
。
ま
た
こ
れ
を 

つ
き
つ
め
て
言
え
ば、

「若
し
居
士
が柿
を
得
る
と
同
時
に礼
状
を
出
し 

て
ゐ
た
ら、
居
士
の
安
否
を
尋
ね
た
一
首
は
生
れ
ぬ
害
で
あ
り
、

『あ
ま 

き
と
も
い
は
ず
し
ぶ
き
と
も
い
は
ず
』
の
歌
が
無
け
れ
ば、

『し
ぶ
き
ぞ

 

一 

う
ま
き
』と
^
!へ
る
段
取
り
に
な
っ
て
こ
な
い。
居
士
が
三
十
年
に
こ

の
28 

歌
を
得
た
の
は、
最
初
に礼
状

を
怠
っ
て
ゐ
た為
だ
と
い
ふ
結
論
に
到
達
一 

す
る
」
(柴
田
宵
曲
『子
規
居
士
の
周囲
』)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
明
治
三
十
年
の
愚
庵
の柿
以
前
の
歌
で
『竹
の
里
歌
』
に収
載
さ 

れ
た
歌
は、
明
治
十
五
年
の
歌
一
首
「隅
田
川
堤
の桜
さ
く
こ
ろ
よ
花
の 

に
し
き
を
き
て帰
る
ら
ん
」
を
は
じ
め、
同
十
七
年
の
「む
ら
鳥
の
な
く 

声
は
か
り
聞
ゆ
な
り
若
葉
を
く
ら
き
山
の
タ
暮
」
以
下
五
首、
十
八
年
は 

「に
き
は
し
き
都
の
ち
ま
た
夫
よ
り
も
河
へ
の
里
に
夏
は
住
は
や
」
な
ど 

八
十
首、
十
九
年
は
「か
り
そ
め
に
人
に
な
と
ひ
そ真
心
を
花
にと
ふ
と
 

も
ふ
み
にと
ふ
とも
」
以
下
二
十
五
首、
二
十
年
は
「花
見
め
や
け
ふ
を 

盛
り
の
あ
す
か
山
あ
す
た
の
む
ま
し変
る
浮
世
に
」
以
下
九
首、
二
十

|

年
は
「我
こ
ひ
は
あ
は
で
の
浦
の
い
そ
によ
る
み
る
め
ばか
り
や
あふ
こ



と
も
な
し
」
な
ど
十
首、
二
十
ニ
年
な
し、
二
十
三
年
「親
や
し
た
ふ
子
や 

し
た
ふ
ら
ん
和
歌
の
浦
の
芦
間
か
く
れ
に
た
づ
そ
な
く
な
る
」
以
下
十
首、 

二
十
四
年
「そ
の
い
ろ
に
そ
み
や
し
ぬ
ら
ん
山
吹
の
下
行
く
水
に
さ
ら
す 

白
ゆ
ふ
」
以
下
六
十
八
首、
二
十
五
年
「い
つ
は
あ
れ
と
い
つ
こ
は
あ
れ 

と
日
の
本
の
春
は
つ
く
ば
ゆ
朝
日
さ
し
の
ほ
る
」
以
下
三
十
ニ
首、
二
十 

六
年
「天
つ
空青
海
原
も
一
つ
に
て
つ
ら
な
る
星
か
い
さ
り
す
る
火
か
」 

以
下
三
十
三
首、
二
十
七
年
「御仏
の
ぃ
と
も
尊
と
し
紅
の
雲
か桜
の
花 

の
う
て
な
か
」
以
下
十
六
首、
二
十
八
年
「見
わ
た
せ
は
も
ろ
こ
し
か
け 

て
舟
も
な
し
霞
に
つ
ゾ
く
渤
の
海
原
」
以
下
四
十
三
首。
以
上
十
五
年
間 

に
三
三
ニ
首、数
の
多
少
は
問
題
外
と
し
て、
各
年
に
あ
げ
た
代
表
的
な 

一
首
ず
つ
を
見
て
も、
ほ
と
ん
ど
古
今
.
新
古
今
風旧
態
の
和
歌
で
あ
る 

こ
と
はI

目
し
て
わ
か
る
。
そ
れ
が、
明
治
三
十
年
に
は、
愚
庵
の柿
を 

歌
っ
た
も
の
五
首
だ
け
で
は
あ
る
が、

御仏
に
そ
な
へ
し柿
の
の
こ
れ
る
を
わ
れ
に
そ
た
ひ
し
十
ま
り
い
つ

柿
の実
の
あ
ま
き
も
あ
り
ぬ柿
の実
の
し
ぶ
き
も
あ
り
ぬ
し
ふ
き
そ 

う
ま
き

と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
驚
き
で
あ
る
。
ま
さ
に
子
規
の
短
歌
へ
の
開
眼
と 

い
う
ほ
か
は
な
い。

こ
の
開
眼
の
年
は
暮
れ
も
迫
っ
て
い
て、
年内
の
作
歌
は
他
に
全
く
み 

ら
れ
な
い
が、
明
け
て
三
十
一
年
は、
歌
の総
数
六
八
五
首
と
驚
く
ば
か 

り、
そ
し
て
短
歌
革
新
の
の
ろ
し
を
あ
げ
た
「歌
よ
み
に与

ふ
る
書
」
の 

裏
付
け
と
な
る
す
ぐ
れ
た
歌
が
多
く
み
ら
れ
る
。

赤
き
牡
丹
白
き
牡
丹
を
手
折
け
り
赤
き
を
君
に
い
で
贈
ら
ば
や 

梅咲
き
ぬ
貼
も
上
り
ぬ
早
く来
と
文
書
き
よ
こ
す
多
摩
の
里
人 

さ
か
ら
は
ぬ
心
の
友
ぞ
え
ま
ほ
：し
き
木
の実
く
ふ
友
歌
つ
く
る
友 

紅
梅
の咲
け
る
野
茶
屋
に
茶
を
乞
へ
ば
茶
い
ま
だ
わ
か
ず餅
あ
り
と 

ぃ
ふ

な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が、

今
や
か
の
三
つ
の
ベー

ス
に
人満

ち
て
そ

':;'
ろ
に
胸
の
う
ち
さ
わ
ぐ 

か
な

な
ど
連
作
九
首
か
ら
な
る
「ベー
ス
ボー
ル
の
歌
」
、

陸
を
行
き
雲
居
を
か
け
る
夜
半
の
夢
の
さ
む
れ
ば
も
と
の
足
な
へ
に 

し
て

な
ど
の
「病
中
夢
」
連
作
九
首、
連
作
「故郷
を
憶
ふ
」
九
首
中
の 

足
な
へ
の
病
い
ゆ
て
ふ
伊
予
の
湯
に
飛
び
て
も
行
か
な

鹭
に
あ
ら
ま 

せ
ば

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り、
そ
の
ほ
か、
連
作
「足
た
、
は」

「わ
が 

庭
」

「わ
れ
は
」
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
歌
が
あ
る
。
そ
し
て、

「病
中
」
と 

題
す
る神

の
我
に
歌
を
よ
め
と
ぞ
の
た
ま
ひ
し
病
ひ
に
死
な
じ
歌
に
死
ぬ
と
も 

と
い
う
歌
に、
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の気
魄
と
自
信
に満
ち
た
子
規
の
姿 

が、
あ
た
か
も
歌
神
の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。
明
か
に、
そ
し
て 

急
速
な、
驚
く
ば
か
り
の
展
開
で
あ
る
。

こ
う
し
て、
子
規
の
短
歌
の、
古
今
調
か
ら
万
葉
調
へ
の
移
行発
展
は、 

愚
庵
の柿
を縁
と
し、
愚
庵
の
歌
に
啓発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
さ
れ 一 29-



た
。
そ
し
て、
愚
庵
の柿
を
主
題
と
す
る
連
作
六
首
は、
そ
れ
に
先
行
す 

る
連
作
十I

句
の
俳
句
に即
し
て
成
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と、
一
連
の
俳 

句
が
短
歌
へ
と
連
な
り、
展
開
し
た
お
も
む
き
が
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に、 

「俳
句
と
和
歌
と
の
調
和
が
万
葉
調
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
」
(扇
田 

忠
雄
「正
岡
子
規
」
、

『日
本
歌
人
講
座
』
第
六
卷
『近
代
の
歌
人
工
』 

所収
)
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た、
さ
ら
に、両
者
に
共 

通
な
基
盤
が写
生
に
あ
っ
た
か
ら、
す
で
に写
生
に
も
と
づ
く
俳
句
の
革 

新
に
成
功
し
た
子
規
が、
同
じ
趣
き
の
短
歌
に
移
行
す
る
こ
と
が
容
易
で 

あ
つ
た
とも
言
え
る
。

こ
ぅ
し
て、
こ
れ
と併
行
し
て、
二
月
十
二
日
新
聞
「日
本
」
に発
表 

し
た
「歌
よ
み
に与

ふ
る
書
」
を
第
一声
と
し
て、
短
歌
革
新
の
論
を
展 

開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
論
考
は、

「い
わ
き
市
立
中
央図
書
館
」
が
特
別
の
ご
配
慮
に
よ 

っ
て
貸与
さ
れ
た951

一日、
わ
け
て
も、
愚
庵
の
出
身
地
で
あ
る
地
元 

の研
究
者
中1

泰
.斎
藤
卓児
両
氏
の
著
作
に
依
る
も
の
で
あ
り、 

厚
く
お礼
を
申
上
げ、
敬
意
を
捧
げ
ま
す
。

(一̂

二
年
九
月
基
忌
記
念
講
演)
(
幹
事)
-

I

編
集
の
—窓
 

I

雑
 

報
—

0

1

元
年
九
月
ニ
十
三
日
に
子
規
記
念
博
物
館
で
行
わ
れ
た
第
24
回
子
規 

顕
彰
全—

句
大会
で、
「俳
句
史
の
な
か
の
子
規
」
と
題
す
る
草
間
時 

彦
氏
の
講
演
が
ぁ
っ
た。

0

$

元
年
十I

月
五
日
に
子
規
記
念
博#
^
で
行
わ
れ
た
第7
回
子
規顕
 

彰
短
歌
大会
で、
「子
規
の
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る清
水
房
雄
氏 

の
講
演
が
ぁ
っ
た。

0
平
成
元
年
十I

月
十
一
日、
東
京
都
江
東区
の
「芭
蕉
記
令
麓
」
で、
「 

子
規研
究
の会
」
の
設
立総
会
が
開
か
れ
た。
(千
代
田区
神
田
神
保
町 

ニー
四
六
「解釈
^414

」内
、
事
務
局担
当
畠
^
#
氏)

〇

愛
媛
新
聞
平
成
ニ
年
四
月
二
十
五
日
付
け
1

1

に、
「子
規
の
家
系
空 

白
部
分
埋
め
る
」
「父
常尚
の残
し
た
資
料研
究
」
が掲
載
さ
れ
た。

〇

同
日、
朝
日̂

^
媛
版
に、
「子
規
の
先
祖
は
今
治
出
身
」
が
！
^
さ 

た。

〇

同
日、
朝
日
新
麗
媛
版
に
、
「畫

の
先
祖
は
今
治
出
身
」
が掲

警

れ
た。

〇
子
規
博
第
二
十
一
回
企画
展
「子
規
の
系
族
」
が
、
四
月
二
十
九
日
か
ら

五
月
ニ
十
七
日
ま
で
開
催3
れ
た。

〇

九
月
二
十
三
日、
第
一
一
十
五
回
子
規顕
彰
全国
俳
句
大会
が
子
規
博
で
開 

催
さ
れ
、
「臛
」
主
宰
藤̂

子
氏
の
講
演
「子
規
の̂
と
し
て
」が

- 3 0  一



行
な
わ
れ
た。

0
畫

震
ニ
十
二
回
特
別
企画

展
「子
規
庵
の
日々
」
が
、
十
月
土
ハ
日 

か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
行
な
わ
れ、
十

I

月
三
日、
記
念
講
演
「子
規 

庵
往来
」
(講
師
和
田
克
司
氏)
が
ぁ
っ
た
。

0

孟
三
年
四
月
十
八
日
、
越
智
ニ
良会
長
こ
逝
考
同
二
十
日、
麗
放 

1

別
番
組
「松
山
子
規会
々
長
越
智
ニ
良
さ
ん
逝
く
」
が
放
送
さ
れ
た。 

和
田
茂
樹.
越
智
通
敏
が
出
演。

0

同
二
十
日
の
朝
日
新
麗
媛
版
に、
「越
智
ニ
良
翁
永
遠
の
旅
路
に
」
〔 

和
田
茂
樹
副会
！

¢
0

が掲
載
さ
れ
た。

〇

同
二
十
一
日、
テ
レ
ビ
愛
媛
「え
ひ
め
人
そ
の
風
土」
で、
「越
智
ニ
良 

さ
ん
を
し
の
ん
で
」
が
；^3
さ
れ
た
。

〇

同
二
十
二
日
の
愛
媛
新
聞
「学
芸
欄
」
に、
「越
智
ニ
良
さ
ん
を
悼
む
」 

(和
田
茂
樹
副会
&

が掲

載
さ
れ
た
。

—

論 

文

-

大
特
集
，
俳
句
の
花
鳥
諷
詠||代
俳
句
の
花
鳥
諷
；^

後
藤
比
奈
夫， 

川
崎
展
宏
他
「俳
句」
1

元
年
八
月 

同
.虚
子
「五
百
句
」
の
花4

詠稲
畑
汀
子
同 

わが写
生論
@

生
の虚
子
杉
野

I

博

「四
季
」
一̂

元
年
九
月 

雑
想独
語兕虚
子
先
生
⑴

吉
波
泡
生
「ひ
い
ら
ぎ
」
平
成
元
年
九
月 

虚
子
私
感.
型
と
い
う観
点
か
ら
⑵

三
村
純
也
「花
鳥
諷
詠
」
平
成
元 

年
九
月、
十
月

父
高
浜虚
子——
わ
が
半
世
記
池内
友
次
郎
「花
鳥
諷
詠」
平成元年 

十月

虚
子
の
本
心
松
^X

夫

「銀」
平
成元年
十月 

！
俳
句
略̂

3

虚
子の客観写
生戸
栗ちかし「風涛」

元年 

十
月

特
集.
高
浜虚

子
「方
円
」
平
成
元
年I
 

日
本
人
の
美
土
纖205
藁
寺
に緑

一団
の
芭
蕉
か
な(高浜虚子)
野山嘉 

生

「じ
？」
黑
元
年
士
月

晚
紅
の
備
忘録
：5大
御
所虚
子
と
の
出
合
い
船
平
晚
紅
「荒
海
」
1

 

元
年
土
月

虚
子|

稿
@

本
井
英
「惜
春
」
平
成
元
年
十ー
月

虚

子
先
生
宛
の
手
紙
小
路
紫峡

「ひ
い
ら
ぎ
」
平
成
元
年
十
一
月

(河
東
碧
震関
^

籠独
語
卿
娜
碧
霜
ニー
ー
千
里
し
吉
波
泡
生
コ
ひ
い
ら
ぎ
し
平
成
元
年 

五
月、
六
月

俳
句
と
文学
.
夏
目
漱
石
中
村真
一
郎
「俳
句
四
季」
平
成元年
八月 

畫

と
旅
順
の
砲
台审国

の
子
規
比)

和
田
克
司
「子
規
博
だ
ょ
り
」 

平13
ニ
年
三
月

い
と
こ
の
多
し
桃
の
花
字
規
に
生
き
る
訂
)

服
部
嘉
修
「子規博だ 

ょ
り
」
一̂

二
年
三
月



「语

家
系
」
の
新
蠢宝
来

淑
子
「子
規
博
だ
よ
り
」
平
成
ニ
年
三 

月
子
規
と
そ
の1
^
1

^

^
を
支
え
た
江戸
I
 

(正
岡
家
と
城
下
町
松 

山
5

森
正経

「子
醫
だ
よ
り
」
還
ニ
年
三
月

1

と¢1

会̂
寄¢

N
0

増
田
中
蒙
「愛
媛
新
聞」

#̂欄
平
成
ニ
年 

四
月|

日
〜
九
日

碧
1

の
世
界
木曽
聡

「愛
媛
新
聞」

^
^欄
平
成
ニ
年
四
月

|

七、

I

八
日

虚
子
文学
に
お
け
る写
生
文(一)

畢

淳

「解釈
学
」
平
成
ニ
年
六 

月
子
規
庵
界隈

の研
究̂
:
高寿

秋
草学

園
短
大
紀
要
第
七号1

ニ 

年
六
月

地
方
か
ら
の発
信(対
談)
^

^
圭
介
，
和
田1

「盡
博
だ
—
」 

一̂

二
年
六
月

左
^

の
手
紙
大戸

三
千
枝
「子
規
博
だ
よ
り
」
平
成
ニ
六
月

中学
生
子
規
の戯
名
作
品1

1

「戯
多々
々
珎
誌
」
の
先駆I

和 

田

羅

「子
規
博
だ
よ
り
」
溪
ニ
年
六
月

子
規
と
そ
の
家
系I
新

「正岡！

^

取
調
帳
」
と
子
規
ノー

ト
(正 

岡
家
と
城
下
町
松
森
正経

「子
規
博
だ
よ
り」
^
ニ̂年六 

月
子
規
と
ュー

モ
ア
！
：

I

少
年
子
規
と̂
！̂
歌
—

和
田
茂
樹
「星」

孟
ニ
年I

月

少
年
子
規
の
文
字
遊
び—
謎
と
諷
諭1

和
田
^

^

「星
」1

ニ 

年
二
月

生
子
規
ら
の
こ
と
ば
遊
び—

「戯

多々
々
称誌」；！： 0;—

和
田
茂 

樹 

「星
」
平
成
ニ
年
三
月、
四
月 

^

生
子
規
ら発
想
の
「ク
ィ
ズ
」I

「戯
多々
々
称
誌
」̂
I

和 

田
茂
樹
「星
」
平
成
ニ
年
五
月 

「四国
猿
」
の
上
京—
子
規
の
東
京
遊学
—

和
田
茂
樹
「星」
平 

成
ニ
年
六
月

1

子
規
ら
の
こ
と
ば
遊
び—
青
春
ま
か
せ、
筆
ま
か
せI

和
田
茂 

樹

「星
」
平
成
ニ
年
七
月 

畫
ら学
生
連
中
の戯
れー
常
盤舎
生
の
芸
く
ら
べ
—

和
田
茂
樹
「 

星
」̂

3

ニ
年
八
月 

1
1̂

の戯
れ
歌
と舎
友
の洒
落
和
田
茂
樹
「星
」
一̂
二年九月

子規
会
報四九
号

季
刊
(四、
七
ニ
〇、
|
芑
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松山を代表する

銘菓「子規」， 醤 油餅
松山市道後湯之町商店街

巴 堂 本 舗
丁已し  0899 ( 4 1 ) 3452

会 議.御会 食をホテル春日園へ
四 季 の 移 り 変 わ り を 楽 し め る 露 天  
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カー ドで贈る、三越のギフト。

『三 脚 め 力 ，ド』

商品券の機能がさらに便利になりました。ギフトにはもちろん、ご 自 身 の お 貢 物  
にも.ご利用いただけます。三 越 本 .支 店 及 び グ ル "-プ 各 店 (千葉，名古雇，金沢  
簖 满 .11龙 烏 .沖織 の 各三 越 )ギフトシ3ップなどでご利用になれます0
籲 お祝い、お礼 などのギフトにはもちろん、ご自身のお貢物にも最適です。
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